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中
国
研
究
集
刊 

果
号
（
総
六
十
三
号
）
平
成
二
十
九
年
六
月　

五
〇
︱
七
三
頁

［
要
旨
］
本
稿
は
、
中
国
の
二
十
世
紀
の
政
治
、
社
会
、
思
想
文

化
等
各
方
面
の
変
化
と
発
展
に
基
づ
き
、
一
九
〇
〇
年
～
一
九
四

九
年
、
一
九
四
九
年
～
一
九
七
六
年
、
一
九
七
六
年
～
一
九
九
九

年
の
三
段
階
に
分
け
て
、
二
十
世
紀
の
『
左
伝
』
の
文
献
整
理
と

成
果
と
を
分
析
す
る
。
政
治
制
度
と
学
術
環
境
が
変
化
し
た
こ
と

に
よ
り
、
従
来
の
文
献
整
理
の
目
的
が
研
究
を
主
と
し
た
の
と
は

異
な
り
、
二
十
世
紀
の
『
左
伝
』
の
文
献
整
理
は
普
及
に
重
点
が

置
か
れ
た
。
西
洋
の
学
術
と
白
話
運
動
の
影
響
を
受
け
、
こ
の
時

期
の
文
献
整
理
に
は
新
式
標
点
や
白
話
翻
訳
な
ど
以
前
に
は
な

か
っ
た
形
式
が
出
現
し
た
。
普
及
に
重
点
が
あ
っ
た
た
め
、
研
究

を
目
的
と
す
る
文
献
整
理
は
少
な
く
、
学
術
的
に
影
響
力
の
あ
る

著
作
は
比
較
的
少
な
い
。
だ
が
、『
春
秋
』
経
伝
の
普
及
を
促
し
、

『
春
秋
』
学
の
研
究
を
推
進
す
る
た
め
に
良
好
な
基
礎
を
築
い
た
。

同
時
に
、
独
特
の
価
値
を
有
す
る
『
左
伝
』
に
対
し
て
学
界
は
研

究
を
継
続
し
、
廖
平
『
春
秋
左
氏
古
経
説
義
疏
』、
呉
静
安
『
春

秋
左
伝
旧
注
疏
証
続
』、
楊
伯
峻
『
春
秋
左
伝
注
』
な
ど
優
秀
な

注
釈
書
も
誕
生
し
た
。

［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
二
十
世
紀　

中
国　
『
左
伝
』　

文
献
整
理　

分

析
（
評
析
）

文
献
の
注
釈
と
整
理
は
、
中
国
の
伝
統
学
術
の
研
究
の
主
要
な

方
法
で
あ
り
、
古
代
の
文
献
、
特
に
経
典
文
献
が
現
在
ま
で
伝
わ

り
現
代
人
が
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
主
に
整
理
の
お
陰
で
あ

る
。『
左
伝
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
杜
預
、
孔
穎
達
た
ち
の
整
理

二
十
世
紀
の
中
国
に
お
け
る
『
左
伝
』
の
文
献
整
理
と
成
果張

　
尚
英

（
湯
城
吉
信 

訳
）

〔
特
集
〕

（ 50 ）



が
な
け
れ
ば
、『
左
伝
』
及
び
そ
の
関
連
文
献
は
お
そ
ら
く
な
く

な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
二
十
世
紀
に
入
っ
て
、
政
局
の
変
化
、

中
国
文
化
と
西
洋
文
化
の
接
触
、
中
国
の
学
術
の
転
換
、
西
洋
の

新
式
標
点
の
導
入
、
白
話
文
運
動
が
興
り
や
が
て
は
白
話
文
が
文

言
文
に
替
わ
っ
て
主
要
な
使
用
言
語
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
伴

い
、『
左
伝
』
の
整
理
は
多
く
の
成
果
を
挙
げ
、
そ
れ
ま
で
の
時

代
と
は
違
っ
た
特
色
を
呈
し
、
ま
た
い
く
つ
か
の
発
展
段
階
が
見

ら
れ
た
。
以
下
、
一
九
〇
〇
年
～
一
九
四
九
年
、
一
九
四
九
年
～

一
九
七
六
年
、
一
九
七
六
年
～
一
九
九
九
年
の
三
期
に
分
け
て
論

述
し
た
い
。

一
、
一
九
〇
〇
年
～
一
九
四
九
年

一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
四
九
年
の
中
国
は
、
時
局
が
揺
れ
動

き
、
大
き
な
変
化
が
起
き
た
。
政
治
の
面
で
は
、
辛
亥
革
命
に
よ

り
中
国
で
数
千
年
も
続
い
た
帝
制
が
崩
壊
し
、
そ
の
後
様
々
な
運

動
や
戦
争
や
続
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
一
六
年
の
袁
世
凱
討
伐
、

一
九
二
五
年
の
北
伐
革
命
、
一
九
二
七
～
三
六
年
の
国
内
戦
争
、

一
九
三
七
～
四
五
年
の
抗
日
戦
争
、
一
九
四
六
～
四
九
年
の
国
共

全
面
内
戦
等
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
九
一
二
年
に
経
学
科
が
廃
止
さ

れ
、
経
学
は
二
千
年
余
り
続
い
た
官
学
の
地
位
を
失
い
、
儒
学
は

主
流
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
政
治
的
基
礎
を
徐
々
に
失
い
、
形

骸
化
し
た
儒
学
は
解
体
し
た
。
思
想
文
化
方
面
で
は
、「
五
四
」

運
動
に
よ
り
、
孔
子
、
伝
統
文
化
、
倫
理
道
徳
に
容
赦
な
き
批
判

が
展
開
さ
れ
、
儒
学
は
神
聖
な
地
位
か
ら
引
き
ず
り
下
ろ
さ
れ

た
。
同
時
に
、
様
々
な
西
洋
学
術
文
化
思
潮
が
押
し
寄
せ
、
中
国

の
伝
統
文
化
に
絶
え
間
な
く
衝
撃
を
与
え
た
。
儒
家
の
経
典
は
そ

れ
ま
で
の
神
聖
性
を
次
第
に
失
い
、
学
術
研
究
の
客
観
的
対
象
の

一
つ
と
し
て
、
西
洋
の
学
問
体
系
の
文
、
史
、
哲
な
ど
の
学
科
に

別
々
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
は
、
伝
統
か
ら
現
代
に
向

か
っ
て
転
換
す
る
重
要
な
時
期
に
あ
り
、
古
い
も
の
が
抹
殺
さ

れ
、
新
し
い
も
の
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
時

期
の
『
左
伝
』
の
文
献
整
理
は
、
以
前
の
形
式
を
踏
襲
す
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
全
く
新
し
い
方
式
も
あ
る
。
ま
た
、
学
術
的
注
解
も

あ
れ
ば
、
時
事
に
触
発
さ
れ
た
評
論
の
作
も
あ
る
。

（
一
）
評
釈
（
原
文
「
評
点
」）

『
左
伝
』
学
の
発
展
史
に
お
い
て
は
、
注
疏
と
い
う
文
献
整
理

の
形
式
の
外
に
、
評
釈
と
い
う
形
式
が
あ
る
。
注
疏
が
語
義
や
典

故
解
説
及
び
文
義
、
義
理
の
検
討
な
ど
を
重
ん
じ
る
の
と
違
い
、

評
釈
は
「
テ
キ
ス
ト
の
文
脈
、
構
造
の
分
析
や
人
物
評
価
、
史
実

の
検
討
、
義
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
く
」（
注
1
）
。

注
疏
と
比
べ
て
、
評
釈
体
の
分
析
は
簡
単
明
瞭
で
、
初
学
者
が

『
左
伝
』
を
理
解
す
る
の
に
適
し
て
お
り
、『
左
伝
』
を
普
及
さ
せ

（ 51 ）



る
著
作
形
式
と
し
て
伝
統
的
に
存
在
し
た
。
南
宋
以
前
に
も
、
評

釈
の
観
点
か
ら
『
左
伝
』
に
断
片
的
議
論
を
行
っ
た
も
の
が
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
南
宋
の
呂
祖
謙
『
東
萊
博
議
』、
真
徳
秀
『
文
章

正
宗
』、
朱
申
『
春
秋
左
伝
詳
節
句
解
』
は
比
較
的
簡
単
な
『
左

伝
』
評
釈
の
作
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
の
万
暦
以
後
、『
左
伝
』

評
釈
は
急
速
に
発
展
し
た
。
二
十
世
紀
に
な
っ
て
、『
左
伝
』
評

釈
は
衰
退
期
に
入
っ
た
が
、
な
お
重
要
な
文
献
整
理
の
方
式
の
一

つ
で
あ
り
続
け
、
違
う
角
度
か
ら
『
左
伝
』
に
対
し
て
評
釈
を
行

う
重
要
な
成
果
が
い
く
つ
か
出
た
。
こ
の
時
期
の
評
釈
で
重
要
な

も
の
に
、
呉
曽
祺き

『
左
伝
菁
華
録
』、
呉
闓が

い

生
・
劉
培
極
合
評

『
左
伝
文
法
読
本
』、
呉
闓
生
『
左
伝
微
』、
林
紓じ

ょ

『
左
伝
擷け

つ

華
』、

楊
鐘
鈺ぎ

ょ
く『

春
秋
左
伝
擷け

つ

要
』、
何
漱
霜
『
左
伝
文
法
研
究
』
等
が

あ
る
。

呉
曽
祺
『
左
伝
菁
華
録
』
は
『
左
伝
』
の
編
年
体
の
形
式
を
踏

襲
し
、
魯
公
の
年
月
に
よ
っ
て
各
篇
を
並
べ
、『
左
伝
』
の
文
を

選
ん
で
簡
単
な
注
と
評
釈
と
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
注
釈
は
主
に

杜
預
と
林
堯
叟そ

う

の
説
を
採
用
し
、
二
氏
の
説
が
妥
当
で
な
い
箇
所

に
は
、
一
段
下
げ
「
案
ず
る
に
」
の
字
を
加
え
て
区
別
し
、
自
分

の
修
正
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
呉
曽
祺
は
「
文
は
『
左
氏
』
を
以

て
至
れ
り
と
為
し
、
文
を
論
じ
て
『
左
氏
』
に
及
ば
ざ
る
は
、
猶な

ほ
之
れ
山
に
登
り
て
其
の
頂
に
陟の

ぼ

ら
ず
、
水
を
測
り
て
其
の
源
を

探
ら
ざ
る
ご
と
く
し
て
、
文
を
知
る
者
に
非
ざ
る
な
り
」（
注
2
）
と

考
え
、
文
章
を
選
ぶ
に
も
「
文
筆
浩
瀚
た
り
て
、
以
て
人
の
趣
を

興
す
を
助
く
る
に
足
る
者
」（
注
3
）
を
採
用
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
呉

氏
が
『
左
伝
』
の
文
を
非
常
に
重
視
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
評

釈
の
内
容
は
文
章
を
論
じ
る
こ
と
を
主
と
す
る
の
で
は
な
く
、

「
史
事
を
比
附
し（
＊
並
べ
）、其
の
成
敗
得
失
を
辨
じ
て
、勧
戒
に

資
す
る
者
以
て
多
き
に
居
り
、
間ま

ま 

論
文
の
旨
に
及
」ん
だ
（
注
4
）
。

形
式
の
面
で
は
、
こ
の
本
は
一
般
的
な
評
釈
の
よ
う
に
眉
批
（
＊

欄
外
上
へ
の
書
き
入
れ
）、
旁
批
（
＊
行
間
へ
の
書
き
入
れ
）
な

ど
の
方
法
を
採
用
す
る
の
で
は
な
く
、
評
釈
の
内
容
を
各
節
の
後

に
置
い
て
い
る
。
商
務
印
書
館
が
一
九
一
五
年
に
こ
の
書
の
初
版

を
出
し
て
以
降
、
一
九
三
〇
年
、
一
九
三
三
年
、
一
九
三
五
年
に

そ
れ
ぞ
れ
再
版
が
出
さ
れ
た
。
当
時
に
お
け
る
影
響
力
の
大
き
さ

が
わ
か
ろ
う
。

呉
闓
生
・
劉
培
極
合
評
『
左
伝
文
法
読
本
』
と
呉
闓
生
『
左
伝

微
』
と
の
二
書
は
関
係
が
あ
り
、
前
者
は
後
者
の
初
稿
で
あ
る
。

『
左
伝
文
法
読
本
』
は
、
呉
、
劉
両
氏
が
宣
統
元
年
に
共
同
し
て

完
成
し
、
後
、
呉
氏
が
そ
れ
を
基
に
さ
ら
に
自
説
を
練
り
、
劉
説

の
優
れ
た
も
の
も
残
し
た
上
で
『
左
伝
微
』
を
完
成
し
、
一
九
二

三
年
に
北
平
文
学
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
呉
氏
は
「
左
氏
の
書
を

著
す
や
、
其
の
文
章
必
ず
首
尾
自
ら
具
は
る
も
、
首
尾
尽
く
は
経

文
と
相
ひ
附
す
こ
と
能
は
ず
。
其
の
伝
を
分
か
ち
て
以
て
経
に
隷つ

く
は
、
乃
ち
漢
の
経
師
の
為
す
所
な
り
」（
注
5
）
と
考
え
た
。
そ
こ

（ 52 ）



で
こ
の
二
書
は
紀
事
本
末
体
を
採
用
し
、「『
左
氏
』
原
文
に
一
字

の
増
損
も
無
き
も
、
但
だ
之
が
為
に
次
第
を
移
易
し
」、「
章
巻
を

画
分
す
る
に
馬
驌
『
左
伝
事
緯
』
を
以
て
藍
本
と
為
し
稍や

や 

之
が

為
に
更
定
し
」
た
が
、
馬
氏
は
事
を
主
と
し
た
の
に
対
し
、
呉
氏

は
文
を
主
と
し
て
い
る
（
注
6
）
。
二
書
の
篇
の
分
け
方
は
同
じ
で
、

批
評
も
似
通
っ
て
お
り
、『
左
伝
』
の
文
法
（
＊
筆
法
）
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
呉
氏
は
『
左
氏
』
の
文
法
（
＊
筆

法
）
の
妙
を
、
逆
摂
、
橫
接
、
旁
溢
、
反
射
等
の
い
く
つ
か
の
形

式
に
ま
と
め
た
（
注
7
）
。
書
名
は
初
め
「
文
法
」
と
し
た
が
、
後
に

「
微
」
と
改
め
た
。
こ
れ
は
、
呉
氏
が
『
左
伝
』
の
文
法
（
＊
筆

法
）
を
示
す
こ
と
で
、『
左
伝
』
の
微
言
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
「
聖
門
の
学 

微
言
有
り 

大
義
有
り
、

『
左
伝
』
一
書 

大
義
の
外
に
微
詞
眇
旨
尤も

っ
とも

多
し
。
此
の
編 

専

ら
『
左
氏
』
の
微
言
を
発
明
す
る
を
以
て
主
と
為
す
。
故
に
名
づ

け
て
『
左
伝
微
』
と
為
す
」
と
言
う
。
こ
こ
か
ら
、
清
末
民
初
に

生
き
た
呉
氏
が
、
依
然
と
し
て
経
学
の
立
場
に
立
ち
、
評
釈
の
方

法
で
『
左
伝
』
の
微
言
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か

る
で
あ
ろ
う
。

林
紓じ

ょ

『
左
伝
擷け

つ

華
』
は
、
紀
事
本
末
体
を
採
用
し
、『
左
伝
』

の
文
章
八
十
三
篇
を
選
び
、
各
篇
に
題
を
つ
け
て
、
題
の
下
に
魯

公
の
紀
年
を
記
し
て
い
る
。
体
例
は
、
先
に
『
左
伝
』
の
伝
文
を

並
べ
、
注
釈
を
交
え
、
評
語
は
文
章
の
末
に
本
文
よ
り
二
段
下
げ

て
置
い
て
い
る
。
林
氏
は
『
左
伝
』
の
文
学
上
の
価
値
を
非
常
に

評
価
し
、「
行
文
を
以
て
論
ず
れ
ば
、『
左
氏
』
の
文
は
万
世
古
文

の
祖
な
り
」、「
天
下
の
文
章
、
能
く
変
化
し
陸
離
と
し
て
方
物
す

べ
か
ら
ざ
る
（
＊
変
幻
自
在
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
者
、

只
だ
三
家
有
り
、
一
は
左
、
一
は
馬
、
一
は
韓
の
み
。『
左
氏
』

の
文
、
能
は
ざ
る
所
無
く
、
時
時
其
の
行
陣
を
変
へ
、
陣
に
望
む

者
を
し
て
其
の
陣
図
の
出
づ
る
所
を
審
か
な
る
こ
と
莫
か
ら
し

む
」（
注
8
）
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
評
釈
は
、
内
容
は
桐
城
派

の
文
章
論
を
採
用
し
、
形
式
は
文
章
が
優
れ
る
箇
所
に
は
圏
点
を

つ
け
て
い
る
。
林
氏
の
こ
の
よ
う
な
評
釈
は
伝
統
を
固
守
し
現
実

に
抗あ

ら
がっ

た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
と
言
う
の
は
、
一
九
一
七

年
一
月
、
胡
適
が
『
新
青
年
』
に
お
い
て
『
文
学
改
良
芻
議
』
と

題
す
る
文
章
を
発
表
し
、
白
話
文
を
文
言
文
に
替
え
よ
う
と
主
張

し
、
す
ぐ
に
陳
独
秀
、
銭
玄
同
ら
の
賛
同
を
得
、
白
話
文
運
動
が

起
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
五
四
運
動
が
勃
発
し
、
こ
の
運
動
は

さ
ら
に
加
速
し
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
古
文
の
大
家
で
あ

る
林
紓
は
一
貫
し
て
古
文
廃
止
に
反
対
し
、「
古
文
の
当ま

さ

に
廃
す

べ
か
ら
ざ
る
を
論
ず
」「
古
文
白
話
の
相あ

ひ
消
長
す
る
を
論
ず
」

な
ど
の
文
章
を
書
い
て
古
文
廃
止
に
反
対
し
、
北
京
で
講
習
会
を

開
い
て
、
古
文
を
読
む
こ
と
を
提
唱
し
、
講
義
に
使
っ
た
桐
城
派

の
大
家
姚よ

う

鼐だ
い

の
『
古
文
辞
類
纂
』
の
名
篇
を
解
説
付
き
で
ま
と
め

て
『『
古
文
辞
類
纂
』
選
本
』
を
出
版
し
た
。
彼
は
こ
の
よ
う
な
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行
動
に
よ
り
白
話
文
運
動
の
支
持
者
の
批
判
対
象
と
な
り
、
銭
玄

同
に
「
選
学
妖
孽げ

つ

（
＊
駢
儷
文
の
妖
怪
）」「
桐
城
謬
種
（
＊
桐
城

派
の
鬼
子
）」
と
攻
撃
さ
れ
た
（
＊
「
胡
適
之
に
寄
す
」（『
新
青

年
』
三
巻
六
期
））。『
左
伝
擷
華
』
は
、
林
氏
が
亡
く
な
る
三
年

前
の
一
九
二
一
年
に
出
版
さ
れ
、
冒
頭
の
「
附
記
」
に
も
「
評
論

当
を
失
ふ
処
に
至
り
て
は
、
則
ち
年
老
ひ
て
精
神
及
ば
ざ
る
な

り
、
識
者 

之
を
諒ゆ

る

せ
」（
注
9
）
と
言
う
。
こ
の
本
が
書
か
れ
た
の
は

五
四
運
動
前
後
で
、
林
氏
と
新
文
学
運
動
の
旗
手
た
ち
が
論
争
を

繰
り
広
げ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

林
紓
の
作
品
が
時
流
に
逆
ら
っ
た
作
だ
と
す
る
と
、
楊
鐘
鈺

『
春
秋
左
伝
擷
要
』
と
何
漱
霜
『
左
伝
文
法
研
究
』
と
は
時
流
に

沿
っ
た
作
で
あ
っ
た
。
楊
氏
の
書
は
、
清
人
司
徒
修
『
左
伝
易

読
』
の
体
例
に
倣
い
、『
左
伝
』
の
文
章
の
一
部
を
抜
い
て
（
原

文
「
約
選
」）、
注
釈
を
加
え
て
い
る
。
た
だ
、
楊
氏
は
、『
左
伝
』

原
文
を
多
く
刪
改
し
、『
易
読
』
の
眉
批
、
旁
批
は
な
く
、
篇
末

に
は
胡
安
国
、
馮
李
驊
、
姜
炳
璋
、
馬
驌
等
の
人
の
評
論
を
引
用

し
、
文
章
の
重
要
な
所
に
は
圏
点
標
注
を
付
け
て
い
る
。
楊
氏
は

自
序
で
「
科
学
盛
興
し
て
よ
り
、
読
経
講
経 

勢
ひ
遍
及
し
難
し
。

窃
か
に
謂お

も

へ
ら
く
、
六
経
は
吾
華
国
粋
に
し
て
熟
読
熟
講
し
以
て

根
柢
を
厚
く
し
賢
才
を
培
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
と
。
因
り
て
要
を

提あ

げ
繁
を
芟か

り
、『
六
経
擷
要
』
を
編
成
し
、
以
て
日
力
を
省
き

初
学
に
便
な
ら
ん
と
す
。
…
因
り
て
先
に
『
春
秋
左
伝
擷
要
』
を

将も
っ

て
印
に
付
す
」（
注
10
）
と
言
う
。
楊
氏
の
こ
の
序
は
一
九
三
〇
年

の
作
で
、
新
文
化
運
動
が
「
科
学
」「
民
主
」
を
提
唱
し
て
か
ら

す
で
に
十
数
年
が
経
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
「
古
史
辨
」
運
動
に
お

い
て
経
典
が
疑
わ
れ
、
経
学
は
す
で
に
官
学
で
は
な
く
な
り
、
儒

家
の
経
典
は
す
で
に
必
読
書
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
大
衆
が
ま

す
ま
す
疎
遠
に
な
る
の
も
時
代
の
趨
勢
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

背
景
の
下
、
楊
氏
が
こ
の
書
を
作
り
、
初
学
者
の
読
み
や
す
さ
を

求
め
た
の
は
、
仕
方
な
し
と
い
う
面
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
時
流

に
乗
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
何
氏
の
書
は
、
商
務
印
書
館
「
国
学

小
叢
書
」
の
一
つ
と
し
て
、『
左
伝
』
の
文
章
を
選
ん
で
十
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
各
テ
ー
マ
の
下
に
数
篇
の
文
章
を
収
め
て
い

る
。
各
篇
の
末
に
は
、『
左
伝
』
の
行
文
、
叙
述
方
法
、
書
法
、

用
語
等
に
対
す
る
何
氏
の
論
評
を
伝
文
よ
り
一
段
下
げ
て
並
べ
て

い
る
。
用
語
は
わ
か
り
や
す
く
、
初
学
者
が
読
む
の
に
適
し
て
い

る
。以

上
の
よ
う
に
、
新
旧
交
代
の
時
代
に
あ
っ
て
、『
左
伝
』
の

評
釈
も
強
く
そ
の
時
代
を
反
映
し
た
。
一
方
で
、
伝
統
を
固
守

し
、
西
洋
式
の
新
式
標
点
も
採
用
し
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
呉
闓
生
は
文
法
（
＊
筆
法
）
の
分
析
を
通
じ
て
『
左
伝
』
の

微
旨
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
、
林
紓
は
文
言
文
と
文
法
を
固
守

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
時
代
に
適
応
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
見
ら

れ
た
。
楊
鐘
鈺
、
何
漱
霜
の
二
氏
の
作
が
そ
の
例
で
あ
る
。
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（
二
）
注
釈

こ
の
時
期
の
注
釈
書
は
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

つ
は
、
新
式
標
点
を
加
え
ず
に
、
研
究
的
視
点
か
ら
『
左
伝
』
に

注
釈
を
施
す
こ
と
に
重
点
を
置
く
著
作
で
あ
る
。
主
な
著
作
に
、

廖り
ょ
う平

『
春
秋
左
氏
古
経
説
義
疏
』、
劉
師
培
『
春
秋
古
経
箋
』、
張

驥き

『
左
氏
秦
和
伝
補
注
』、
張
其
淦か

ん

『
左
伝
礼
説
』、
余
謇け

ん

『
左
伝

補
注
抄
撮
』
等
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
経
学
の
変
化
を
反
映

し
、
普
及
を
目
的
と
し
た
注
釈
書
で
あ
り
、
主
な
著
作
に
、
梁

寬
・
荘
適
選
注
『
左
伝
』、
王
伯
祥
『
春
秋
左
伝
読
本
』、
韓
席
籌ち

ゅ
う

『
左
伝
分
国
集
注
』、
張
寄
岫し

ゅ
う選

輯
『
左
伝
選
読
』
等
が
あ
る
。
こ

ち
ら
は
す
べ
て
新
式
標
点
を
採
用
し
、
体
例
は
『
左
伝
』
原
本
に

拠
ら
ず
に
、
み
な
選
注
で
あ
り
、
改
編
を
加
え
た
も
の
も
多
く
、

紀
事
本
末
体
も
あ
れ
ば
、
国
別
体
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

廖
平
、
劉
師
培
は
と
も
に
清
末
民
初
の
非
常
に
著
名
な
学
者
及

び
経
学
家
で
あ
り
、
彼
ら
は
伝
統
経
学
の
立
場
に
立
っ
て
『
左

伝
』
に
注
解
を
施
し
て
い
る
。
一
九
〇
八
年
に
完
成
し
た
廖
平

『
春
秋
左
氏
古
経
説
義
疏
』（
別
名
『
春
秋
左
氏
古
経
説
』、『
春
秋

左
氏
古
経
説
疏
証
』
等
）
は
、
彼
の
最
も
重
要
な
『
左
伝
』
学
の

著
作
で
あ
る
。
廖
平
は
『
左
伝
』
の
内
容
は
紀
事
の
『
左
氏
伝
』

と
解
経
の
『
左
氏
説
』
の
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
と
考
え

た
。
そ
こ
で
、
彼
の
『
左
伝
』
学
で
は
『
伝
』
と
『
説
』
と
を
区

別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
『
左
氏
伝
』（
紀
事
の
文
）
と
『
左
氏
説
』（
解

経
の
作
）
と
し
て
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
疏
証
を
作
っ
た
。
こ
の
書

は
、
彼
が
『
左
伝
』
の
中
の
解
経
、
設
例
の
部
分
を
取
り
『
春

秋
』
経
と
合
わ
せ
て
、
疏
証
を
加
え
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、『
左
伝
』
を
解
経
の
作
と
す
る
の
が
こ
の
書
の
中
心

テ
ー
マ
で
あ
り
、
広
く
諸
儒
の
説
を
採
り
『
左
伝
』
の
解
経
、
明

義
、
設
例
の
部
分
に
解
説
を
加
え
、
杜
預
『
春
秋
経
伝
集
解
』
に

修
正
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
書
の
価
値
は
、
ま
さ
に
李
耀
仙
が
言

う
よ
う
に
、「
廖
平
は
漢
人
以
来
ず
っ
と
「『
春
秋
』
に
伝
し
な

い
」
と
思
わ
れ
て
い
た
『
左
氏
春
秋
』
を
一
変
さ
せ
て
、
能
く

『
春
秋
』
に
伝
す
る
『
春
秋
左
氏
伝
』
と
し
」、「
劉
文
淇
『
左
伝

正
義
』
の
跡
を
継
い
で
、
広
く
漢
儒
の
賈
、
服
諸
人
の
説
を
採

り
、
杜
説
の
不
足
を
正
し
た
」（
注
11
）
点
に
あ
る
。
劉
師
培
『
春
秋

古
経
箋
』
は
『
春
秋
』
経
文
に
箋
注
を
加
え
、
劉
師
培
は
古
文
学

の
学
者
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
注
を
付
け
る
経
文
は
『
左
伝
』
が

載
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
注
も
『
左
伝
』
と
杜
注
、
孔
疏
等
を

基
本
と
し
、
義
例
（
＊
体
例
）
で
も
っ
て
『
左
伝
』
を
説
く
の
は

劉
氏
の
『
左
伝
』
学
の
一
つ
の
重
要
な
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
箋
注

の
中
の
多
く
の
内
容
は
『
左
伝
』
の
義
例
（
＊
体
例
）
を
導
き
出

す
も
の
で
あ
る
。

張
驥
『
左
氏
秦
和
伝
補
注
』（
成
都
義
生
堂
一
九
三
五
年
刊
本
）

は
、『
左
伝
』
が
載
せ
る
秦
和
の
事
に
対
し
て
、
杜
預
と
孔
穎
達

の
正
義
の
基
礎
の
上
に
更
に
踏
み
込
ん
だ
注
釈
を
加
え
た
も
の
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で
、
補
注
の
内
容
は
詳
細
か
つ
精
確
で
あ
り
、『
左
伝
』
の
中
の

秦
和
の
内
容
を
全
面
的
か
つ
正
確
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

参
考
に
す
る
価
値
が
あ
る
。
張
其
淦
『
左
伝
礼
説
』
は
、『
左
伝
』

中
で
礼
に
言
及
す
る
箇
所
を
抜
き
出
し
て
論
説
を
加
え
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
二
書
は
『
左
伝
』
の
中
の
特
定
テ
ー
マ
を
扱
う
注
解

で
あ
る
。
余
謇
『
左
伝
補
注
抄
撮
』
は
集
解
の
性
質
を
有
す
る
著

作
で
あ
り
、
体
例
は
ま
ず
「
隠
元
年
」
な
ど
魯
国
の
紀
年
を
並

べ
、
次
に
伝
文
を
並
べ
、
次
に
書
目
中
の
各
家
の
説
を
録
し
、
顧

炎
武
、
恵
棟
、
馬
宗
槤
等
十
八
家
の
清
人
の
説
と
『
国
語
注
』
及

び
そ
の
他
の
経
史
注
釈
を
ま
と
め
て
挙
げ
、
最
後
に
顧
棟
高
『
春

秋
列
国
地
形
口
号
』
の
中
の
す
べ
て
の
詩
と
補
遺
と
を
録
し
て
い

る
。
年
ご
と
に
抄
録
す
る
も
の
で
は
な
く
、
余
氏
が
注
釈
を
補
充

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
本

は
清
代
の
重
要
な
学
者
の
『
左
伝
』
の
伝
文
に
関
す
る
見
方
を
一

所
に
集
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
概
観
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
た

だ
、
余
氏
の
評
説
と
按
語
は
な
く
、
余
氏
自
身
の
考
え
を
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

梁
寬
・
荘
適
選
注
の
『
左
伝
』
は
、
商
務
印
書
館
出
版
の
中
学

高
校
用
の
学
生
国
学
叢
書
の
一
つ
で
あ
り
、
馬
驌
『
左
伝
事
緯
』

に
倣
っ
て
、
春
秋
期
の
周
室
の
衰
微
及
び
諸
侯
の
争
い
の
特
徴
的

な
所
か
ら
『
左
伝
』
の
文
章
を
選
び
、
注
釈
を
加
え
て
い
る
。
こ

の
本
の
分
量
は
少
な
く
、
選
定
し
て
い
る
の
は
「
鄭
荘
の
跋
扈
」

「
斉
桓
の
霸
業
」「
宋
襄
の
野
望
（
原
文
「
宋
襄
図
霸
」）」
等
な
ど

計
十
篇
で
、
冒
頭
に
は
梁
寬
の
緒
言
が
あ
り
、『
左
伝
』
の
価
値
、

真
偽
と
『
春
秋
』
経
と
の
関
係
、
作
者
等
の
問
題
を
論
じ
、
巻
末

に
「
春
秋
重
要
各
国
年
表
」
を
付
し
て
い
る
。
全
篇
に
新
式
標
点

を
採
用
し
、
注
文
は
主
に
杜
と
林
の
説
を
抜
き
、
諸
家
の
説
も
交

え
て
い
る
。
梁
寬
は
、『
左
伝
』
は
『
春
秋
』
を
解
釈
す
る
書
だ

と
信
じ
ず
、『
左
伝
』
中
の
解
経
の
語
句
は
劉
歆
が
竄
入
し
た
も

の
だ
と
考
え
た
た
め
に
、『
左
伝
』
が
「
中
国
の
歴
史
上
、
文
学

上
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
は
、
そ
れ
が
『
春
秋
』
を
解
釈
す

る
書
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
は
な
い
」（
注
12
）
と
言
っ
た
。
そ
れ
故
、

こ
の
書
の
文
章
選
定
は
『
左
伝
』
の
文
学
上
、
史
学
上
の
価
値
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
選
文
は
「
読
者
が
手
本
と

し
鑑
賞
す
る
に
足
る
」（
注
13
）
も
の
と
し
、
取
り
上
げ
る
事
は
す
べ

て
時
代
の
変
遷
に
関
わ
る
大
事
で
あ
り
、
解
経
の
語
句
は
削
っ
て

い
る
。
こ
の
書
は
当
時
非
常
に
よ
く
売
れ
、
一
九
三
四
年
一
月
に

初
版
が
出
た
後
、
一
九
三
六
年
九
月
に
す
で
に
第
四
版
が
出
版
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
張
寄
岫
が
中
学
（
＊
日
本
の
中
学
高
校
）
国
文

補
充
読
本
を
編
纂
す
る
際
、『
左
伝
』
部
分
の
材
料
と
注
釈
は
す

べ
て
こ
の
書
か
ら
取
っ
て
い
る
。

『
春
秋
左
伝
読
本
』
は
、
抗
日
戦
争
が
全
面
的
に
勃
発
し
た
後
、

王
伯
祥
が
選
注
し
た
著
作
で
あ
る
。
当
時
、
王
氏
は
開
明
書
店
の

編
輯
者
で
あ
り
、
一
九
三
八
年
、
こ
の
本
の
選
注
を
開
始
し
た
当
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初
は
、
活
頁
（
＊
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
）
文
選
を
作
っ
て
開
明
書
店
を

維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
た
（
陥
落
に
よ
り
多
く
の
産
業
が
潰
え

た
）。
た
だ
し
、「
矧い

は
んや

種
性
凋
残
（
＊
民
族
困
窮
）
の
際
に
当
た

り
、
先
民
（
＊
先
賢
）
の
手
沢
の
綿
存
す
る
（
＊
綿
々
と
引
き
継

ぐ
）
は
、
尤
も
特
殊
の
意
義
有
り
と
感
ず
る
や
」、「
窃
か
に
自
ら

魯
陽
の
戈
を
強
揮
す
る
（
＊
英
雄
的
武
事
）
に
比
す
」
と
い
う
気

概
で
、『
左
伝
』
を
選
注
す
る
こ
と
で
、
前
線
に
出
て
敵
と
戦
え

な
い
遺
憾
を
埋
め
、
抗
戦
必
勝
の
願
望
と
自
信
と
を
表
そ
う
と
し

た
も
の
で
、
一
気
呵
成
に
、
二
年
の
内
に
七
五
〇
頁
も
の
大
冊
を

完
成
し
た
。
王
伯
祥
は
、『
左
伝
』
に
関
し
て
は
「
経
を
翼た

す

く

云
々
と
雖
も
、
宜
し
く
㫋こ

れ

を
舎お

く
べ
し
」
と
し
、『
左
伝
』
を
解

経
の
作
と
す
る
こ
と
に
賛
成
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
ま
た
「
然

ら
ば
則
ち
先
秦
の
旧
聞
を
治
め
及
び
文
章
の
流
変
を
探
討
せ
ん
と

欲
す
る
者
は
、
此
の
書 

猶な

ほ
当ま

さ

に
奉
じ
て
大
宗
と
為
す
べ
し
」

と
い
う
よ
う
に
、『
左
伝
』
の
史
学
上
、
文
学
上
の
価
値
は
認
め

て
い
た
。
故
に
、
文
章
選
定
の
「
着
眼
は
史
実
を
考
ふ
る
と
文
を

学
ぶ
と
に
在
り
、
是
を
以
て
取
材
は
一
に
史
事
の
発
展
を
以
て
綱

領
と
為
し
、
兼
ぬ
る
に
文
采
辞
令
を
以
て
指
帰
と
為
」（
注
14
）
し
た
。

王
氏
が
こ
の
書
に
選
注
を
作
っ
た
の
は
「
将
に
纂
し
て
学
校
誦
読

の
本
を
為つ

く

ら
ん
と
す
」
た
め
で
あ
り
、
対
象
と
す
る
読
者
は
学
生

で
、
注
釈
は
杜
注
孔
疏
を
主
と
し
、
ま
ま
清
人
が
前
人
を
越
え
た

説
を
採
用
し
た
。
そ
の
た
め
、
王
氏
が
『
左
伝
』
に
選
注
を
し
た

着
眼
点
と
目
的
は
梁
寬
・
荘
適
両
氏
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。

違
う
の
は
、
王
氏
は
、
紀
事
本
末
体
を
採
用
せ
ず
に
、『
左
伝
』

の
も
と
も
と
の
編
年
体
を
維
持
し
、
選
ん
だ
内
容
は
梁
・
荘
両
氏

に
比
べ
て
ず
っ
と
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
こ
の
書
の
影
響
は
大

き
く
、
五
六
十
年
代
に
度
々
重
版
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
下
文
で

詳
述
す
る
通
り
で
あ
る
。

韓
席
籌
『
左
伝
分
国
集
注
』
は
、
紀
事
本
末
体
と
国
別
体
の
二

者
の
特
徴
を
合
わ
せ
、『
左
伝
』
に
改
編
選
注
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
書
の
選
文
は
馬
驌
『
左
伝
事
緯
』
と
呉
闓
生
『
左
伝
微
』
が

編
輯
す
る
篇
目
を
取
り
、
い
さ
か
か
変
更
を
加
え
、
周
と
魯
、

斉
、
晋
、
宋
、
鄭
、
衛
、
陳
、
蔡
、
楚
、
秦
、
呉
、
越
等
十
二
諸

侯
国
に
分
け
て
、
計
百
十
五
篇
を
選
び
、
十
二
巻
と
し
て
い
る
。

韓
氏
の
注
は
広
く
諸
家
を
採
り
、
杜
預
、
林
堯
叟
二
氏
の
注
に
つ

い
て
は
「
其
の
至
り
て
要か

な
めな

る
者
を
択
び
て
之
を
存
し
、
注
上
に

但
だ
其
の
姓
を
標
し
」、
馬
驌
、
呉
闓
生
二
氏
の
注
に
つ
い
て
は

「
某
曰
く
」
と
冠
し
、
こ
の
四
氏
以
外
の
人
の
論
注
は
姓
字
を
記

し
て
区
別
し
（
注
15
）
、
韓
氏
の
自
説
は
「
按
ず
る
に
」
の
字
で
始
め

て
い
る
。
同
時
に
、
こ
の
書
は
『
左
伝
』
の
評
釈
類
の
特
徴
を
継

承
し
、
各
篇
の
最
後
に
短
い
評
論
を
置
き
、
篇
中
の
人
物
や
事
件

な
ど
の
評
価
を
下
し
て
お
り
、
読
者
が
事
の
い
き
さ
つ
を
深
く
知

る
の
に
極
め
て
便
利
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
『
左
伝
』
の
注
釈
書
は
、
伝
統
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的
経
学
の
立
場
に
立
ち
、『
左
伝
』
は
解
経
の
書
で
あ
る
と
強
調

す
る
著
作
も
あ
れ
ば
、
近
代
的
学
術
分
類
体
系
に
立
脚
し
て
、

『
左
伝
』
を
重
要
な
文
学
価
値
や
史
学
価
値
を
有
す
る
古
籍
と
し

て
、
普
及
を
目
的
と
し
た
注
釈
書
も
あ
っ
た
。
過
渡
期
に
あ
っ
て

伝
統
と
現
代
と
が
並
存
し
て
い
た
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。

（
三
）
訳
注
（
原
文
「
注
訳
」）

白
話
文
を
提
唱
す
る
必
要
か
ら
、
古
典
文
献
を
白
話
文
に
翻
訳

し
て
簡
単
な
注
釈
を
付
け
る
こ
と
が
こ
の
時
期
の
文
献
整
理
の
重

要
な
方
法
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
当
時
の
訳
注
者
で
あ
っ

た
費
恕じ

ょ

皆
が
「
現
在
の
中
国
は
白
話
が
文
言
に
取
っ
て
替
わ
る
途

中
で
、
各
学
校
も
白
話
に
変
わ
っ
た
。『
左
伝
』
は
国
文
の
手
本

で
あ
り
、
白
話
の
解
が
な
く
て
よ
い
は
ず
が
な
い
。
そ
こ
で
『
左

伝
』の
詳
節
を
、
一
段
一
段
、
一
字
一
句
、
白
話
に
直
し
た
」（
注
16
）

と
言
う
通
り
で
あ
る
。
訳
注
の
目
的
か
ら
見
れ
ば
、
普
及
を
目
的

と
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
時
事
に
感
じ
て
作
ら
れ
た
も
の
も
あ

る
。
普
及
を
目
的
と
す
る
著
作
に
は
、
主
に
費
恕
皆
『
春
秋
左
伝

音
義
白
話
注
解
』、
秦
同
培
『
言
文
対
照
左
伝
評
注
読
本
』、
秦
同

培
、
宋
晶
如
『（
広
注
語
訳
）
左
伝
精
華
』、
許
嘯し

ょ
う天

『
左
伝
活
頁

文
選
』
が
あ
り
、
時
事
に
感
じ
て
作
ら
れ
た
も
の
に
は
、
主
に
呉

佩は
い

孚ふ

『
春
秋
左
伝
浅
解
』、『
春
秋
正
議
証
釈
』
等
が
あ
る
。

費
恕
皆
『
春
秋
左
伝
音
義
白
話
注
解
』
は
『
左
伝
』
中
の
重
要

な
伝
文
を
選
ん
で
標
題
を
付
け
、
割
り
注
（
原
文
「
随
文
夾
註
」）

形
式
を
と
り
、
順
番
に
「
伝
文
」「
音
義
」「
解
」（
す
な
わ
ち
白

話
翻
訳
）
を
並
べ
る
形
式
で
訳
注
を
し
て
い
る
。
費
氏
は
序
の
最

初
に
「『
左
伝
』
の
筆
法
、『
左
伝
』
の
文
体
が
優
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
皆
が
知
り
、
教
師
も
『
左
伝
』
を
講
じ
、
学
生
も
『
左

伝
』
を
読
み
、
学
校
の
国
文
で
は
み
な
『
左
伝
』
を
手
本
と
し
て

い
る
」（
注
17
）
と
言
い
、
こ
の
本
の
選
訳
の
着
眼
点
は
『
左
伝
』
の

文
学
方
面
の
成
果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
本
は
新
式
標
点
符
号
は
採
用
せ
ず
、
伝
文
に
は
「
句

点
」
を
、
解
文
に
は
「
読
点
」
を
用
い
て
い
る
。

秦
同
培
『
言
文
対
照
左
伝
評
注
読
本
』、
秦
同
培
、
宋
晶
如

『（
広
注
語
訳
）
左
伝
精
華
』
の
二
書
は
と
も
に
部
分
訳
で
あ
る
。

選
定
し
て
い
る
伝
文
か
ら
見
る
と
、
後
者
は
前
者
に
比
べ
て
「
石

碏さ
く 

州
吁く

を
寵
す
る
を
諫
む
」「
臧ぞ

う

僖
伯 

魚
を
観
る
を
諫
む
」「
鄭

荘
公 

守
臣
を
戒
飭ち

ょ
く

す
」「
臧
哀
伯 

郜
の
鼎
を
納
る
る
を
諫
む
」

「
寺
人
披 

文
公
に
見
ゆ
」「
子
産 

楚
を
却
け 

女
を
逆む

か

ふ
る
に
兵

を
以
て
す
」
の
六
篇
が
多
い
。
体
例
か
ら
見
る
と
、
前
者
は
後
者

に
比
べ
て
「
評
」
が
余
分
に
あ
り
、「
伝
文
」「
評
」「
注
」「
訳

俗
」（
白
話
翻
訳
）
を
順
番
に
並
べ
る
形
式
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
「
評
」
の
部
分
は
上
述
の
評
釈
の
類
と
同
様
に
、
左
氏
の
用

筆
、
行
文
な
ど
に
つ
い
て
評
論
し
て
い
る
。
後
者
の
体
例
は
、

（ 58 ）



『
春
秋
正
議
証
釈
』
は
四
巻
で
、
隠
公
の
部
分
だ
け
に
注
を
施
す
。

体
例
は
ほ
ぼ
、
経
文
、
白
話
釈
訳
、『
左
伝
』
伝
文
、
白
話
翻
訳
、

歴
代
注
解
、
師
承
正
義
、
各
家
附
解
、
余
義
、
時
評
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。
す
べ
て
の
条
に
こ
れ
ら
の
項
目
が
揃
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
具
体
的
情
況
に
合
わ
せ
て
出
入
が
あ
る
。
呉
氏
は
も
と

も
と
学
問
を
専
門
と
す
る
人
で
は
な
く
、
注
の
多
く
は
時
事
に
即

し
て
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
厳
密
な
学
術
研
究
か
ら
見
る
と
附
会

の
語
が
多
い
。
た
だ
、
そ
の
中
か
ら
映
し
出
さ
れ
る
時
代
の
変
化

と
『
春
秋
』
学
と
の
関
係
は
我
々
の
注
目
に
値
す
る
。

（
四
）
そ
の
他

評
釈
、
注
釈
、
訳
注
と
い
う
成
果
の
他
に
、
現
代
の
文
法
理
論

に
基
づ
い
て
伝
統
的
句
読
を
施
し
た
本
、
標
点
の
み
の
選
集
本
、

読
書
札
記
、
特
定
テ
ー
マ
の
選
集
、
白
話
故
事
な
ど
の
類
型
が
あ

る
。黄

侃か
ん

が
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
三
〇
年
に
校
定
し
一
九
三
二
年

に
再
び
改
正
し
た
『
手
批
白
文
十
三
経
』
は
、
文
法
理
論
に
基
づ

い
て
十
三
経
に
句
読
を
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
陸
宗
達
が
言
う
よ

う
に
「
句
読
は
章
句
の
基
礎
で
あ
り
、
季
剛
先
生
は
一
貫
し
て
こ

の
仕
事
を
重
視
さ
れ
た
。
先
生
が
句
読
の
仕
事
を
精
確
に
で
き
た

の
は
、
前
代
の
各
派
の
経
説
を
広
く
採
用
し
先
入
観
を
持
た
な

か
っ
た
以
外
に
、
先
生
が
最
も
早
い
段
階
で
先
進
的
な
言
語
科
学

「
伝
文
」「
注
釈
」「
語
訳
」（
白
話
翻
訳
）
と
な
っ
て
い
る
。
注
釈

か
ら
見
る
と
、
後
者
は
前
者
よ
り
詳
し
い
。
訳
文
は
大
同
小
異
で

あ
る
。
標
点
符
号
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
二
書
は
と
も
に
白
話
翻

訳
部
分
で
は
新
式
標
点
符
号
を
採
用
し
、
そ
の
他
の
部
分
は
「
句

点
」
を
用
い
て
い
る
。
費
氏
の
書
が
『
左
伝
』
の
文
学
面
を
重
視

す
る
の
と
は
違
っ
て
、
秦
、
宋
二
氏
は
、『
左
伝
』
は
我
国
の
史

学
の
祖
で
あ
り
、
文
学
の
中
で
も
第
一
の
書
で
あ
る
と
考
え
、
学

生
の
必
読
書
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
政
治
社
会
に
心
を
寄
せ

る
者
も
必
ず
考
究
す
べ
き
も
の
だ
と
し
た
（
注
18
）
。
こ
こ
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
こ
の
二
書
が
対
象
と
す
る
読
者
は
比
較
的
広
く
、

『
左
伝
』
の
価
値
を
非
常
に
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

許
嘯
天
『
左
伝
活
頁
文
選
』
は
『
易
経
公
羊
伝
左
伝
活
頁
文

選
』
の
中
の
一
部
で
あ
り
、
中
華
書
局
が
一
九
三
三
年
に
出
版
し

た
「
中
学
生
必
読
紅
皮
活
頁
文
選
」
の
一
つ
で
あ
る
。
対
象
読
者

が
中
学
高
校
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
書
で
新
式
標
点
符
号
を
採

用
し
、
内
容
は
簡
単
な
も
の
を
選
び
、「
鄭
荘
公 

守
臣
を
戒
飭ち

ょ
く

す
」「
呂
相 

秦
を
絶
つ
」
の
二
篇
の
み
で
あ
る
。
体
例
は
、
伝

文
、
白
話
訳
文
、
重
点
字
詞
、
人
物
、
事
件
の
注
釈
が
順
番
に
並

ん
で
い
る
。

呉
佩
孚
『
春
秋
左
伝
浅
解
』『
春
秋
正
議
証
釈
』
の
二
書
は
、

呉
偑
孚
の
『
左
伝
』
訳
注
で
あ
り
、
後
者
は
前
者
を
基
礎
と
し
て

整
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
主
に
後
者
を
紹
介
し
た
い
。
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当
時
の
重
要
な
史
実
や
文
学
的
お
も
し
ろ
み
に
富
む
も
の
や
文
学

上
重
要
な
故
実
を
主
と
し
て
い
る
。
文
学
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
主

目
的
と
し
、
史
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
二
次
的
目
的
と
し

た
」（
注
21
）
。
こ
の
書
は
も
と
馬
氏
が
授
業
で
用
い
た
教
材
で
あ
り
、

注
釈
と
翻
訳
は
口
頭
で
解
説
す
る
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、
新
式
標

点
符
号
を
加
え
る
の
み
で
注
釈
と
翻
訳
は
な
い
。

喩
松
雪
『
一
部
春
秋
之
国
際
教
訓
』
は
『
左
伝
』
に
つ
い
て
の

特
定
テ
ー
マ
の
選
集
で
あ
り
、
主
に
『
左
伝
』
の
中
の
興
亡
成

敗
、
吉
凶
禍
福
に
関
わ
る
言
論
事
実
を
選
ん
で
い
る
。
内
容
は
五

類
に
分
け
ら
れ
、
各
類
の
下
に
い
く
つ
か
の
伝
文
が
選
ば
れ
、
伝

文
の
内
容
に
基
づ
く
適
当
な
標
題
を
冠
し
、
割
り
注
で
簡
単
な
注

を
附
し
、
文
章
の
後
に
呂
祖
謙
『
東
萊
博
議
』
の
関
係
す
る
論
説

を
「
呂
東
萊
論
」
と
し
て
並
べ
、
最
後
に
作
者
の
按
語
を
置
い
て

い
る
。
喩
氏
が
こ
の
書
を
作
っ
た
目
的
は
、『
左
伝
』
の
中
の
各

国
の
教
訓
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
よ
り
中
国
の
対
内
、
対
外
政
策

を
分
析
し
、「
以
て
一
般
の
愛
国
青
年
及
び
政
治
に
関
心
を
有
す

る
人
の
参
考
に
供
せ
ん
と
し
た
」（
注
22
）
こ
と
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

こ
の
書
が
濃
厚
な
時
代
的
色
彩
を
帯
び
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ

う
。朱

文
叔
『
児
童
古
今
通
左
伝
故
事
乙
編
』
は
『
左
伝
』
の
中
の

内
容
を
、
直
接
白
話
文
で
故
事
を
述
べ
、
各
故
事
の
後
に
注
釈
を

附
し
、
地
名
、
人
物
、
行
事
な
ど
を
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
書
の

の
方
法
を
吸
収
し
た
こ
と
に
も
よ
る
」（
注
19
）
。
黄
氏
は
各
経
書
の

個
別
の
状
況
に
よ
り
、
全
部
で
九
四
種
の
符
号
を
用
い
て
校
定
を

行
い
、『
左
伝
』
で
は
、「
経
文
の
文
末
に
は
『.

』
を
用
い
、
伝

文
に
は
『
○
』
を
用
い
、
伝
文
の
対
話
部
分
に
は
『
、
』
を
用

い
」、「
諸
字
の
下
に
連
続
し
て
『
○
』
を
加
え
る
の
は
、
左
氏
の

語
が
全
書
の
條
例
に
及
ぶ
こ
と
を
表
し
」、「
文
の
横
に
『
︱
』
を

引
く
の
は
、
君
子
曰
く
あ
る
い
は
仲
尼
曰
く
を
表
し
」、「
文
末
に

『
△
』
を
加
え
る
も
の
は
、
筆
法
が
本
書
の
経
伝
を
見
れ
ば
わ
か

る
こ
と
を
表
す
」（
注
20
）
。
句
読
は
古
書
読
解
の
基
本
作
業
で
あ
る
。

時
代
を
代
表
す
る
国
学
の
大
家
で
あ
っ
た
黄
侃
も
、
晚
年
に
句
読

の
方
式
で
『
左
伝
』
な
ど
十
三
経
を
校
定
し
、
長
年
に
渡
る
経
学

研
究
の
成
果
を
傾
け
た
の
で
あ
る
。
黄
氏
の
校
定
は
、
現
代
学
術

理
論
の
中
国
伝
統
学
術
に
対
す
る
影
響
を
反
映
し
つ
つ
、
一
方
ま

た
中
国
数
千
年
の
経
学
の
伝
統
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
朝

一
夕
に
打
ち
破
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

馬
厚
文
『
左
伝
纂
読
』
は
標
点
だ
け
を
付
け
た
選
集
本
で
あ

る
。
こ
の
書
は
「
紀
事
本
末
の
考
え
に
倣
い
、
事
件
に
よ
っ
て
分

類
し
、
類
ご
と
に
文
章
を
選
ん
」
で
い
る
。
馬
氏
が
光
華
附
属
高

校
で
教
え
て
い
た
時
の
作
で
あ
り
、
当
時
の
『
中
学
課
程
標
準
』

国
文
課
程
の
中
の
専
門
書
精
読
の
要
求
に
依
拠
し
て
編
纂
し
、
中

等
学
校
（
＊
中
学
高
校
）
の
教
育
に
供
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
国
文
課
程
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
本
書
の
選
文
は
、
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対
象
読
者
は
児
童
で
あ
り
、
簡
単
で
わ
か
り
や
す
く
、
当
時
は
非

常
に
人
気
を
博
し
、
中
華
書
局
が
一
九
三
一
年
に
発
行
し
て
か

ら
、
一
九
四
一
年
時
点
で
既
に
第
四
版
が
出
版
さ
れ
た
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
経
学
の
衰
退
と
教

育
体
系
の
変
化
と
に
よ
り
、『
左
伝
』
は
既
に
学
生
や
大
衆
の
必

読
書
で
は
な
く
な
り
、
一
般
大
衆
は
『
左
伝
』
と
ま
す
ま
す
疎
遠

に
な
り
、
さ
ら
に
白
話
文
も
普
及
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期

の
『
左
伝
』
の
整
理
は
、『
左
伝
』
の
文
学
・
史
学
的
価
値
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
大
量
の
学
生
及
び
大
衆
向
け

の
普
及
読
物
が
出
現
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
注
解
は
主
に
先
人

の
成
果
を
採
用
し
た
。
一
方
、
激
変
す
る
時
局
、
内
憂
外
患
と
い

う
国
情
の
下
、『
左
伝
』
の
整
理
も
現
実
の
政
治
と
社
会
の
影
響

を
強
く
受
け
た
。
同
時
に
、
こ
の
時
期
は
伝
統
か
ら
現
代
へ
と
向

か
う
過
渡
期
で
あ
っ
た
た
め
に
、
伝
統
的
句
読
、
評
者
、
注
解
と

新
式
標
点
、
白
話
翻
訳
な
ど
と
が
並
存
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
の

成
果
は
、『
左
伝
』
を
紀
事
本
末
体
や
国
別
体
に
作
り
直
し
た
も

の
や
選
集
で
あ
り
、
廖
平
『
春
秋
左
氏
古
経
説
義
疏
』
の
他
は
、

『
左
伝
』
全
書
に
全
面
的
な
注
解
と
翻
訳
を
行
っ
た
も
の
は
一
冊

も
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
徐
々
に
経
学
の
後
ろ
盾
を
失
っ
た
『
左

伝
』
の
状
況
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
献
整
理
は
既
に
経

学
時
代
と
は
同
じ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
一
九
四
九
年
～
一
九
七
六
年

一
九
四
九
年
に
中
国
共
産
党
が
大
陸
で
新
中
国
を
成
立
し
て
か

ら
、
大
陸
地
区
の
社
会
制
度
と
政
治
的
形
勢
は
大
き
く
変
化
し
、

「
マ
ル
ク
ス
主
義
が
学
術
研
究
の
指
導
思
想
と
な
り
、
政
治
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
が
学
術
活
動
を
統
制
し
た
」（
注
23
）
。
さ
ら
に
「
文
化
大

革
命
」
の
進
行
に
よ
り
正
常
な
学
術
研
究
が
中
断
さ
れ
、
中
国
の

伝
統
文
化
は
時
代
遅
れ
で
反
動
的
な
も
の
の
代
名
詞
と
さ
れ
、
儒

学
は
再
び
無
情
な
迫
害
と
破
壊
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の

下
、『
左
伝
』
の
整
理
成
果
は
非
常
に
限
ら
れ
、
民
国
期
の
著
作

を
復
刻
す
る
他
は
数
少
な
い
新
作
し
か
な
く
、
し
か
も
す
べ
て

「
文
化
大
革
命
」
以
前
の
も
の
で
あ
っ
た
。

具
体
的
に
言
う
と
、
こ
の
時
期
に
復
刻
さ
れ
た
民
国
期
の
著
作

は
、
中
華
書
局
が
一
九
五
七
年
に
開
明
書
店
校
定
（
原
文
「
排

校
」）
の
原
版
に
よ
っ
て
重
印
し
た
王
伯
祥
『
春
秋
左
伝
読
本
』、

江
蘇
人
民
出
版
社
が
一
九
六
三
年
に
出
版
し
た
韓
席
籌ち

ゅ
う『

左
伝
分

国
集
注
』
が
あ
っ
た
。
新
作
は
、
瞿く

蛻ぜ
い

園
『
左
伝
選
訳
』（
春
明

出
版
社
、
一
九
五
五
年
）、
朱
東
潤
『
左
伝
選
』（
古
典
文
学
出
版

社
、
一
九
五
六
年
）、
施
瑛
『
左
伝
故
事
選
』（
上
海
文
化
出
版

社
、
一
九
五
六
年
）、『
左
伝
故
事
選
訳
』（
中
華
書
局
上
海
編
輯

所
、
一
九
六
一
年
）、
徐
中
舒
『
左
伝
選
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
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三
年
）
な
ど
数
種
が
あ
っ
た
。

こ
の
数
書
の
中
、
朱
、
徐
二
氏
の
書
は
選
注
本
（
＊
選
集
注
釈

本
？
）
で
あ
る
。
朱
氏
『
左
伝
選
』
は
、
馬
驌
『
左
伝
事
緯
』
を

参
考
に
、
紀
事
本
末
体
の
形
式
で
、「
鄭
荘
小
霸
」「
楚
武
始
強
」

「
斉
桓
霸
業
」
等
十
三
篇
の
国
家
大
事
に
偏
っ
た
叙
述
を
取
り
上

げ
、
同
時
に
ま
た
鮮
明
な
イ
メ
ー
ジ
作
り
を
し
、
事
件
の
い
き
さ

つ
を
生
き
生
き
と
描
き
、『
左
伝
』
の
伝
文
の
文
学
性
を
十
分
に

描
き
出
し
て
い
る
。
朱
氏
は
『
左
伝
』
の
中
の
解
経
の
語
は
後
人

が
加
え
た
も
の
だ
と
考
え
た
た
め
、
選
文
中
の
解
経
の
部
分
は
宋

朝
体
で
印
刷
し
て
い
る
。
注
釈
は
、
主
に
杜
預
の
『
春
秋
経
伝
集

解
』
と
洪
亮
吉
の
『
春
秋
左
伝
詁
』
を
採
り
、
そ
の
他
の
諸
家
の

著
述
︱
特
に
清
代
の
諸
家
の
解
経
の
作
品
も
参
照
し
て
お
り
、
ま

ま
旧
注
と
違
う
所
も
あ
る
。
こ
の
書
を
選
注
し
た
目
的
が
読
者
に

「
最
も
基
礎
的
な
選
注
本
を
提
供
す
る
こ
と
」
に
あ
っ
た
た
め
、

注
釈
は
卑
近
な
こ
と
ば
で
書
か
れ
て
お
り
、
黎
錦
熙
主
編
の
『
国

音
常
用
字
匯
』
に
よ
っ
て
発
音
も
記
し
て
い
る
（
注
24
）
。『
左
伝
』

に
見
え
る
事
実
や
描
写
手
法
を
読
者
に
よ
り
は
っ
き
り
と
認
識
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
選
文
の
終
わ
り
に
は
「
説
明
」
の
一
節
を
置

い
て
い
る
。
徐
中
舒
『
左
伝
選
』
は
、
鄭
天
挺
主
編
「
中
国
史
学

名
著
選
」
の
一
つ
で
あ
り
、
高
等
教
育
機
関
歴
史
専
門
課
程
「
史

学
名
著
選
読
」
の
為
に
編
集
さ
れ
た
教
材
で
あ
る
。『
左
伝
』
の

内
容
に
対
し
て
、
こ
の
書
は
で
き
る
限
り
紀
事
本
末
体
を
採
用
し

つ
つ
も
、
も
と
も
と
の
編
年
史
の
体
裁
も
残
し
、
関
係
づ
け
が
難

し
い
多
く
の
資
料
を
収
め
て
い
る
。
選
ん
で
い
る
内
容
は
、
春
秋

期
の
「
霸
業
の
興
衰
」
を
主
と
す
る
が
、
叔
向
、
子
産
、
晏
嬰
、

孔
子
な
ど
春
秋
時
代
の
著
名
な
政
治
家
や
学
者
の
言
行
や
当
時
の

会
盟
の
告
、
誓
、
載
書
（
＊
盟
約
書
）
及
び
関
係
す
る
典
章
制
度

な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
注
釈
は
、
大
部
分
は
『
春
秋
左
伝
正

義
』、
洪
亮
吉
『
春
秋
左
伝
詁
』、
劉
文
淇
等
『
春
秋
左
伝
旧
注
疏

証
』、
日
本
の
竹
添
光
鴻
『
左
氏
会
箋
』
等
の
書
に
基
づ
き
、
そ

の
他
の
各
家
及
び
近
代
の
学
者
の
関
係
書
も
採
用
し
て
い
る
場
合

が
あ
る
。

瞿
蛻
園
『
左
伝
選
訳
』
と
施
瑛
『
左
伝
故
事
選
訳
』
は
訳
注
本

で
あ
る
。
瞿
氏
『
左
伝
選
訳
』
は
、「
潁え

い

考
叔
」「
斉
桓
公
と
管

仲
」「
晋
献
公
と
晋
文
公
」「
秦
晋 

霸
を
争
う
」「
邲ひ

つ

の
戦
い
」

「
華
元
と
向

し
ょ
う
じ
ゅ
つ

戌
」「
鞌あ

ん

の
戦
い
」「
鄢え

ん
り
ょ
う陵

の
戦
い
」「
鄭
国
の
内
政
外

交
」「
伍ご

員う
ん

と
申し

ん

包ほ
う

胥し
ょ

」
な
ど
計
十
の
テ
ー
マ
を
巡
っ
て
、
伝
文

を
選
ん
で
注
釈
と
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
本
の
編
集
目
的

は
、
一
般
読
者
の
需
要
に
応
じ
て
読
者
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
、
重
点
は
文
意
の
翻
訳
に
あ
り
、
注
釈
は

非
常
に
簡
単
で
、
字
音
、
字
義
及
び
人
名
、
地
名
な
ど
の
問
題
を

重
点
的
に
解
釈
し
て
い
る
。
同
時
に
、
読
者
が
選
文
の
内
容
を
大

ま
か
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
選
文
の
前
に
題
辞
解
説
に
類
す
る

文
が
あ
り
そ
の
主
要
内
容
を
概
括
し
て
い
る
。
施
氏
『
左
伝
故
事
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選
訳
』
は
、「
古
典
文
学
普
及
読
物
」
の
一
つ
と
し
て
選
集
さ
れ

た
も
の
で
、「
鄭
荘
公
兄
弟 

相
い
争
う
」「
曹
劌け

い 

戦
を
論
ず
」

「
衛
懿い

公 
鶴
を
好
む
」
な
ど
戦
争
と
人
物
の
故
事
、
計
十
二
篇
を

選
ん
で
い
る
。
そ
の
体
例
は
、
ま
ず
説
明
の
文
章
が
あ
り
、
選
ん

だ
伝
文
の
内
容
を
概
説
し
、
歴
史
唯
物
主
義
の
観
点
か
ら
そ
の
中

の
事
件
、
人
物
な
ど
に
つ
い
て
評
価
を
下
し
て
い
る
。
そ
の
次
に

白
話
訳
文
が
、
最
後
に
『
左
伝
』
原
文
が
あ
り
、
原
文
に
は
、
字

義
、
読
音
、
人
名
、
地
名
な
ど
に
割
り
注
を
付
け
て
い
る
（
原
文

「
随
文
夾
註
」）。
施
瑛
『
左
伝
故
事
選
』
は
、
直
接
白
話
に
翻
訳

し
た
本
で
あ
り
、
選
ん
で
い
る
『
左
伝
』
の
故
事
は
直
接
白
話
文

で
翻
訳
し
て
お
り
、『
左
伝
』
原
文
を
引
か
ず
に
、
各
故
事
の
末

尾
に
説
明
が
あ
り
、
故
事
に
対
し
て
簡
単
な
評
論
が
あ
り
、
故
事

の
題
名
の
含
意
と
『
左
伝
』
の
ど
こ
に
見
え
る
か
を
示
し
て
い

る
。
以
上
三
種
の
書
は
、
す
べ
て
一
般
大
衆
を
対
象
と
す
る
普
及

読
物
で
あ
り
、
篇
幅
も
小
さ
く
、
重
点
は
古
文
を
白
話
文
に
翻
訳

し
、
読
者
の
閲
読
の
障
害
を
取
り
除
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
評

論
も
ま
た
強
烈
な
時
代
的
特
色
を
有
し
、「
階
級
闘
争
」
と
封
建

倫
理
を
批
判
す
る
内
容
と
が
多
い
。

こ
の
時
期
、
香
港
・
台
湾
で
は
民
国
期
の
学
術
の
伝
統
が
継
続

し
た
と
は
言
え
、『
左
伝
』
の
整
理
に
お
い
て
は
、
や
は
り
民
国

期
の
学
者
の
著
作
を
再
版
す
る
こ
と
が
主
で
、
新
し
い
著
作
は
少

な
か
っ
た
。
再
版
さ
れ
た
著
作
は
、
大
陸
で
出
版
さ
れ
た
王
伯

祥
、
韓
席
籌
の
著
作
以
外
で
は
、
梁
寬
・
荘
適
選
注
の
『
左
伝
』

が
あ
っ
た
。
香
港
龍
門
書
店
は
一
九
六
六
年
に
、
台
北
華
世
出
版

社
は
一
九
七
五
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
韓
席
籌
『
左
伝
分
国
集
注
』
を

再
版
し
、
台
湾
商
務
印
書
館
は
一
九
六
四
、
七
〇
年
の
二
回
、
梁

寬
・
荘
適
選
注
の
『
左
伝
』
を
再
版
し
て
い
る
。
王
伯
祥
の
『
春

秋
左
伝
読
本
』
の
再
版
の
情
況
は
更
に
複
雑
で
、
王
氏
の
名
を
題

し
て
全
体
を
再
版
し
た
も
の
以
外
に
、
節
録
や
他
人
の
名
前
で
再

版
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
台
北
五
洲
出
版
社
は
一
九
六

八
年
に
王
伯
祥
の
名
を
題
し
て
こ
の
書
を
再
版
し
て
い
る
。
ま

た
、
台
湾
開
明
書
店
は
一
九
五
八
年
に
「
開
明
書
店
選
注
」
と
題

す
る
『
左
伝
選
読
』
を
出
版
し
て
い
る
が
、
実
際
は
、
若
干
標
題

を
付
け
足
す
だ
け
で
、
王
氏
『
春
秋
左
伝
読
本
』
を
節
録
し
て
で

き
た
も
の
で
あ
る
。〔
同
様
に
〕
五
洲
出
版
社
は
一
九
六
八
年
に
、

袁
少
谷
注
釈
と
標
す
る
『
左
伝
詳
釈
』
を
出
版
し
、
一
九
七
一
年

の
再
版
の
時
さ
ら
に
「
褚
博
雅
校
訂
」
と
加
え
て
い
る
が
、
実
際

は
、
こ
の
書
も
王
氏
の
書
で
あ
り
、
頁
数
ま
で
全
く
同
じ
で
あ

る
。
新
し
い
著
作
に
は
、
沈
継
先
校
『
春
秋
左
伝
白
話
新
解
』

（
文
化
図
書
公
司
、
一
九
六
四
年
）、
李
純
一
『
左
伝
選
読
注
』

（
自
由
太
平
洋
文
化
事
業
公
司
、
一
九
六
五
年
）、
李
宗
侗と

う

『
春
秋

左
伝
今
注
今
訳
』（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
七
一
年
）
等
が
あ

り
、
そ
の
編
纂
目
的
も
普
及
を
主
と
し
て
い
る
が
、〔
そ
の
中
で
〕

李
宗
侗
の
書
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
李
宗
侗
の
同
書
は
、
王
雲
五
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が
一
九
六
七
年
に
提
唱
主
編
し
た
「
古
籍
今
注
今
訳
叢
書
」
の
一

つ
で
あ
り
、
体
例
は
、
経
文
・
伝
文
、
今
注
、
今
訳
と
な
っ
て
お

り
、
経
文
を
挙
げ
て
は
い
る
が
、
注
と
訳
は
伝
文
に
対
し
て
だ
け

で
あ
り
、
注
釈
は
文
字
単
語
・
衣
冠
文
物
な
ど
に
詳
し
く
注
釈
を

付
け
る
他
、
地
名
に
は
現
在
の
地
名
を
、
年
号
に
は
西
暦
を
挙
げ

て
お
り
、
学
習
者
の
閲
読
に
便
利
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
特
殊
な
政
治
環
境
に
よ
り
、
当
時
の
『
左

伝
』
の
文
献
整
理
は
低
迷
し
、
発
表
さ
れ
た
成
果
も
非
常
に
限
ら

れ
て
い
た
。
た
だ
、
強
い
意
志
を
持
っ
て
一
貫
し
て
『
左
伝
』
の

文
献
整
理
に
専
念
し
た
人
も
お
り
、
た
だ
発
表
す
る
機
会
が
な

か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
呉
静
安
氏
が
一
九
五
七
年
に

誤
っ
て
「
右
派
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
後
も
、
な
お
『
春
秋

左
氏
伝
旧
注
疏
証
続
』
を
書
き
続
け
、「
文
革
」
終
結
後
に
原
稿

を
出
版
社
に
出
し
た
が
、
様
々
な
原
因
が
あ
っ
て
、
こ
の
書
は
二

〇
〇
五
年
に
よ
う
や
く
東
北
師
範
大
学
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ

た
。
ま
た
、
周
知
の
よ
う
に
、
劉
文
淇
一
門
は
四
代
に
渡
っ
て

『
春
秋
左
氏
伝
旧
注
疏
証
』
を
執
筆
し
襄
公
五
年
ま
で
し
か
至
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
呉
氏
は
独
力
で
続
き
を
完
成
し
、
劉
氏
の
樸

学
の
主
旨
を
守
り
つ
つ
、
漢
学
盲
従
に
よ
り
客
観
性
を
失
っ
た
劉

氏
の
門
戸
の
見
か
ら
の
脱
却
を
果
た
し
た
。〔
こ
の
書
は
〕
二
十

世
紀
『
左
伝
』
文
献
整
理
の
最
重
要
作
の
一
つ
と
言
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
楊
伯
峻
『
春
秋
左
伝
注
』
は
、
二
十
世
紀
の
五

十
年
代
に
既
に
資
料
収
集
を
始
め
、
徐
々
に
長
編
と
な
り
、『
論

語
訳
注
』『
孟
子
訳
注
』
の
完
成
後
は
、『
晋
書
』
の
校
訂
（
原
文

「
校
点
」）以
外
の
全
精
力
が『
左
伝
注
』の
執
筆
に
注
が
れ
た
（
注
25
）
。

「
文
革
」
期
に
長
い
間
仕
事
を
中
断
し
て
も
、
氏
は
あ
き
ら
め
る

こ
と
が
な
く
、
こ
の
書
は
一
九
七
七
年
冬
、
終
に
全
体
の
完
成
に

近
づ
い
た
（
注
26
）
。「
文
革
」
期
の
こ
れ
ら
の
学
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
に
よ
り
、「
文
革
」
後
の
『
左
伝
』
の
文
献
整
理
の
成
果
が
繁

栄
す
る
基
礎
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。

三
、
一
九
七
六
年
～
一
九
九
九
年

一
九
七
六
年
以
降
は
、
政
治
の
撥
乱
反
正
（
＊
正
常
化
、
軌
道

修
正
）
に
よ
り
、
思
想
は
解
放
を
迎
え
、
伝
統
文
化
は
再
び
尊
敬

さ
れ
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
術
界
は
、
儒
学
、
伝
統
文

化
及
び
そ
の
経
典
に
対
し
て
客
観
的
な
研
究
と
整
理
を
開
始
し
、

次
第
に
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、『
左
伝
』
の
文
献
整

理
は
二
十
世
紀
で
最
も
盛
ん
な
時
期
を
迎
え
、
多
く
の
成
果
を
生

み
、「
五
四
」
運
動
以
来
最
も
良
い
『
左
伝
』
の
注
釈
書
が
出
現

し
た
。

（
一
）
注
釈

こ
の
時
期
は
、
単
純
な
注
釈
本
は
比
較
的
少
な
く
、
主
な
も
の
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に
、
楊
伯
峻
『
春
秋
左
伝
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
初
版
、

一
九
九
〇
年
修
訂
）、
王
淑
均
『
左
伝
菁
華
』（
上
海
教
育
出
版

社
、
一
九
八
八
年
）、
于
富
章
『
春
秋
左
伝
釈
読
』（
南
海
出
版
公

司
、
一
九
九
二
年
）、
郭
丹
『
春
秋
左
伝
直
解
』（
江
西
人
民
出
版

社
、
一
九
九
三
年
）、
胡
安
順
主
編
『
左
伝
紀
事
精
選
』（
三
秦
出

版
社
、
一
九
九
三
年
）、
銭
仲
聯
主
編
『
十
三
経
精
華
』
中
の

『
左
伝
精
華
』（
湖
南
教
育
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
が
あ

る
。そ

の
中
、
楊
伯
峻
『
春
秋
左
伝
注
』
は
、
最
も
有
名
な
も
の
で

あ
る
。
疑
古
思
想
の
影
響
や
避
け
が
た
い
個
人
の
学
力
の
限
界
に

よ
り
、
こ
の
書
は
標
点
、
注
解
が
妥
当
性
を
欠
く
箇
所
も
あ
り
、

出
版
さ
れ
て
か
ら
多
く
の
人
が
検
討
と
質
疑
を
呈
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
こ
の
書
が
楊
氏
が
古
今
の
左
氏
注
疏
の
成
果
を
総
括
し
現

代
の
学
問
方
法
で
『
左
伝
』
の
注
釈
と
整
理
を
行
っ
た
力
作
で
あ

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
博
引
旁
証
で
大
量
の
文
献
資
料
を
参

照
し
、
先
人
の
研
究
文
献
、
筆
記
、
現
代
の
国
内
外
の
学
者
の
研

究
論
著
及
び
甲
骨
文
、
金
文
な
ど
の
考
古
発
掘
資
料
の
引
用
は
全

部
で
四
百
種
余
り
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
注
釈
の
内
容
は
豊
富

で
、
詳
細
か
つ
妥
当
で
、
考
証
は
精
密
で
あ
る
。
こ
の
書
は
「
五

四
」
運
動
以
来
の
『
左
伝
』
全
文
に
対
す
る
新
注
で
最
も
優
れ
た

著
作
で
あ
り
、
一
九
九
二
年
に
「
第
一
回
全
国
古
籍
整
理
図
書
コ

ン
ク
ー
ル
（
全
国
首
届
古
籍
整
理
図
書
奨
）」
で
一
等
賞
を
獲
得

し
、
現
在
、
中
国
古
代
の
文
史
哲
関
係
の
学
者
の
必
携
書
と
な
っ

て
い
る
（
注
27
）
。

于
富
章
『
春
秋
左
伝
釈
読
』
は
、
呉
楓
、
宋
一
夫
主
編
の
『
中

華
儒
学
通
典
』
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
体
例
は
、
経
文
、
伝
文
の

原
文
、
割
り
注
（
原
文
「
随
文
夾
註
」）
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

注
釈
の
重
点
は
文
脈
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
り
比
較
的
簡
単

で
あ
る
。
郭
丹
『
春
秋
左
伝
直
解
』
は
『
十
三
経
直
解
』
の
一
つ

で
あ
り
、
于
氏
の
書
と
同
じ
く
、
こ
の
書
も
割
り
注
（
原
文
「
随

文
夾
註
」）
形
式
を
採
用
し
て
お
り
、
主
に
難
字
と
難
単
語
の
発

音
と
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
文
や
文
脈
が
通
る
よ
う
に
し
て
お

り
、「
文
の
意
味
を
通
す
こ
と
は
、
翻
訳
と
は
違
い
、
そ
の
文
本

来
の
意
味
を
解
説
す
る
こ
と
に
重
点
が
あ
り
、
そ
の
文
と
前
後
の

事
件
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
り
、
そ
の
文
が
前
後
の
文
脈
の
中
で

ど
の
よ
う
な
役
割
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
り
す
る
こ
と
に
あ

る
」（
注
28
）
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
二
書
の
編
纂
目
的
は
、
研
究
考

証
で
は
な
く
、
一
定
レ
ベ
ル
の
古
文
読
解
能
力
の
あ
る
読
者
が
ス

ム
ー
ズ
に
『
左
伝
』
を
読
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
于
氏
、
郭
氏
の
二
書
が
全
本
に
注
釈
す
る
の
と
ち
が
っ
て
、

王
淑
均
『
左
伝
菁
華
』、
胡
安
順
主
編
の
『
左
伝
紀
事
精
選
』
は

選
注
本
（
＊
一
部
の
注
釈
本
）
で
あ
る
。
王
氏
の
書
は
、
霸
主
、

戦
争
、
会
盟
、
令
徳
、
嘉
言
、
明
智
、
簒
弑
、
無
道
の
八
分
類
に

よ
り
『
左
伝
』
の
伝
文
を
選
び
、
表
題
を
つ
け
て
い
る
。
各
類
の
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前
に
は
総
述
が
あ
り
、
そ
の
後
に
題
目
と
伝
文
が
あ
り
、
そ
れ
に

対
す
る
注
解
を
し
、
最
後
に
伝
文
の
内
容
に
分
析
と
評
価
と
を
し

て
い
る
。
胡
氏
の
書
は
、『
左
伝
』
の
中
の
優
れ
た
部
分
を
選
び
、

紀
事
本
末
体
と
し
、
注
釈
を
加
え
、
伝
文
の
原
文
以
外
に
、
内
容

紹
介
、
図
解
、
注
釈
、
附
録
、
簡
評
な
ど
の
内
容
が
あ
る
。
杜

預
、
孔
穎
達
、
楊
伯
峻
三
家
の
注
を
中
心
に
、
自
分
の
意
見
も
交

え
、
職
官
、
姓
氏
、
名
物
、
制
度
、
難
語
、
疑
句
な
ど
を
注
釈
し

て
い
る
。
対
象
読
者
が
一
般
読
者
で
あ
る
た
め
、
そ
の
注
釈
は

「
専
門
家
も
一
般
人
も
と
も
に
楽
し
め
る
こ
と
を
目
指
し
、
博
引

旁
証
や
踏
み
込
ん
だ
考
察
は
目
指
さ
な
か
っ
た
」（
注
29
）
。
高
海
夫

氏
は
こ
の
書
は
「
先
人
の
旧
注
を
博
覧
し
簡
潔
に
ま
と
め
る
だ
け

で
な
く
、
今
人
の
最
新
研
究
成
果
も
吸
収
し
、
精
察
と
い
う
点
で

発
展
が
あ
り
、
詳
細
と
い
う
点
で
は
も
っ
と
も
力
を
注
い
で
お

り
」、「
専
ら
史
学
方
面
に
力
を
注
ぎ
、
文
学
方
面
に
言
及
す
る
こ

と
は
稀
で
あ
る
」（
注
30
）
と
し
て
い
る
。
銭
氏
主
編
の
書
は
、
主
に

『
左
伝
』
中
の
大
小
の
戦
役
、
外
交
辞
令
、
書
札
文
字
な
ど
の
内

容
を
採
り
、
大
部
分
は
曽
国
藩
『
経
史
百
家
雑
鈔
』
の
題
目
を
題

と
し
、
簡
単
な
注
釈
を
加
え
て
い
る
。

（
二
）
訳
注
（
原
文
「
注
訳
」）

訳
注
は
、
こ
の
時
期
の
『
左
伝
』
整
理
の
主
要
な
形
式
で
あ

り
、
成
果
は
多
く
、
部
分
訳
注
（
原
文
「
選
本
注
訳
」）
と
全
訳

注
（
原
文
「
全
本
注
訳
」）
の
二
種
類
の
形
式
が
あ
る
。

部
分
訳
注
の
成
果
は
、
主
に
王
守
謙
『
左
伝
選
訳
注
』（
貴
州

人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）、
林
新
樵し

ょ
う『

左
伝
選
』（
福
建
教
育

出
版
社
、
一
九
八
五
年
）、
林
根
生
編
著
『
左
伝
外
交
辞
令
賞
析
』

（
広
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）、
沈
玉
成
『
左
伝
選
訳
』

（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）、
陳
世
饒じ

ょ
う『

左
伝
選
訳
』

（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
〇
年
）、
来
可
泓お

う

編
著
『
左
伝
名
句
選
訳
』

（
中
国
青
年
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）、
呉
賢
明
主
編
『
左
伝
今

鑑
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
王
守

謙
の
書
は
、『
左
伝
』
か
ら
五
十
篇
の
代
表
的
な
文
章
を
選
び
、

「
で
き
る
だ
け
詳
し
く
精
確
な
注
釈
と
通
俗
的
で
わ
か
り
や
す
い

翻
訳
を
目
指
し
、
簡
潔
に
分
析
、
評
価
、
説
明
を
行
っ
て
い
る
」。

こ
の
書
は
中
程
度
以
上
の
文
化
水
準
を
有
す
る
読
者
が
古
文
読
解

能
力
を
高
め
る
の
に
適
し
、
大
学
の
文
系
の
学
生
や
青
年
教
師
の

参
考
に
も
な
る
（
注
31
）
。
林
新
樵
『
左
伝
選
』
は
、
高
校
以
上
の
文

化
程
度
を
有
す
る
干
部
、
知
識
青
年
及
び
大
学
高
校
の
青
年
教
師

が
自
習
す
る
用
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
篇
目
選
定
は
春
秋
時
代

の
重
大
史
実
と
文
学
方
面
の
代
表
的
な
名
篇
に
着
目
し
て
お
り
、

各
篇
に
詳
細
な
注
釈
、
訳
文
、
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
沈
氏

『
左
伝
選
訳
』
は
、「
中
国
古
典
文
学
今
訳
叢
書
」
の
一
つ
で
あ

り
、『
左
伝
』
の
文
学
的
価
値
に
着
目
し
、『
左
伝
』
の
原
文
五
万

余
字
を
選
び
、
内
容
に
よ
っ
て
標
題
を
作
り
、
題
の
下
に
説
明
が
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あ
り
、
選
定
し
た
文
章
の
芸
術
技
巧
や
故
事
の
背
景
を
紹
介
し
て

い
る
。
注
釈
は
主
に
楊
伯
峻
『
春
秋
左
伝
注
』
を
参
考
に
し
て
お

り
、
翻
訳
は
沈
氏
が
先
に
出
版
し
た
『
左
伝
訳
文
』（
以
下
、
詳

し
く
紹
介
す
る
）
を
基
礎
と
す
る
が
、
こ
の
書
〔『
左
伝
訳
文
』〕

が
楊
氏
『
春
秋
左
伝
注
』
と
セ
ッ
ト
の
書
で
あ
り
「
原
文
の
理
解

に
つ
い
て
は
専
ら
楊
氏
の
意
見
を
基
準
に
し
て
お
り
」（
注
32
）
沈
氏

の
個
人
的
意
見
を
提
示
し
に
く
か
っ
た
た
め
、
沈
氏
は
こ
の
部
分

訳
注
本
に
お
い
て
個
人
的
考
え
を
披
露
し
て
い
る
。
陳
氏
『
左
伝

選
訳
』
は
、
高
校
古
委
会
（
＊
正
式
名
称
「
全
国
高
等
院
校
古
籍

整
理
研
究
工
作
委
員
会
」）
が
編
纂
し
た
「
古
代
文
史
名
著
選
訳

叢
書
」
の
一
つ
で
あ
り
、
普
及
を
目
的
と
し
、『
左
伝
』
の
原
文

約
三
万
余
字
を
選
び
、
選
定
内
容
は
重
要
な
歴
史
事
件
の
記
述
か

代
表
的
な
文
学
名
篇
で
あ
り
、
注
釈
、
翻
訳
は
先
人
の
著
作
を
参

考
に
良
い
も
の
を
取
っ
て
い
る
。
以
上
の
数
冊
の
伝
統
的
な
部
分

訳
注
本
と
比
べ
、
林
根
生
、
来
可
泓
の
著
作
は
特
定
テ
ー
マ
を
扱

う
選
注
で
あ
り
、
呉
賢
明
の
著
作
は
実
生
活
で
の
活
用
に
重
き
を

置
い
て
い
る
。
呉
氏
の
こ
の
書
は
「
多
く
不
義
を
行
え
ば
、
自
ら

滅
亡
を
取
る
」「
子
を
愛
す
る
に
道
有
り
、
教
う
る
に
義
方
を
以

て
す
」
な
ど
を
標
題
と
し
、
下
に
『
左
伝
』
の
伝
文
を
録
し
、
そ

の
後
に
簡
単
な
注
釈
を
付
け
、
次
に
、
訳
文
、「
評
釈
と
応
用
」

と
続
き
、
現
実
に
結
び
付
け
て
論
述
を
展
開
し
、
現
実
の
社
会
生

活
に
歴
史
の
教
訓
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

全
訳
注
の
成
果
は
、
馮
作
民
『
白
話
左
伝
』（
星
光
出
版
社
、

一
九
八
三
～
一
九
八
四
年
）、
王
守
謙
、
金
秀
珍
、
王
鳳
春
『
左

伝
全
訳
』（
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）、
張
燕
瑾き

ん

主
編

『
文
白
対
照
全
訳
左
伝
』（
国
際
文
化
出
版
公
司
、
一
九
九
三
年
）、

顧
宝
田
、
陳
福
林
『
左
氏
春
秋
訳
注
』（
吉
林
文
史
出
版
社
、
一

九
九
五
年
）、
銭
伯
城
主
編
『
白
話
十
三
経
』
中
の
『
左
伝
』（
国

際
文
化
出
版
公
司
、
一
九
九
六
年
）、
馬
玉
梅
、
斉
石
宜
注
訳

『
春
秋
左
伝
』（
大
連
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
李
夢
生
『
春
秋

左
伝
訳
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
舒
焚
審
校
、

魯
開
泰
訳
注
『
春
秋
左
伝
訳
注
』（
武
漢
出
版
社
、一
九
九
八
年
）、

丁
遠
『
訳
注
左
伝
』（
花
城
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
呉
兆
基
編

訳
『
春
秋
左
伝
』（
京
華
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
等
が
あ
る
。

馮
氏
の
作
品
は
二
年
の
時
間
を
費
や
し
て
作
ら
れ
、「
白
話
」
と

題
す
る
が
、
実
は
訳
注
で
あ
り
、
体
例
は
、
経
文
、
伝
文
、
訳

文
、
注
釈
が
並
ぶ
。
こ
の
書
の
訳
文
は
、
で
き
る
限
り
意
訳
を
採

用
し
、
文
脈
が
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
注
釈
は
、
人

名
、
地
名
、
制
度
な
ど
に
重
点
を
置
く
。
た
だ
、
注
意
を
要
す
る

の
は
、
こ
の
書
は
、
一
九
八
九
年
の
岳
麓
書
社
に
よ
る
再
版
の

時
、
経
文
、
伝
文
、
注
釈
が
削
除
さ
れ
、
訳
文
の
み
に
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
王
守
謙
等
『
左
伝
全
訳
』
は
、
前
述
の
『
左
伝
選
訳

注
』
を
基
礎
と
し
て
補
充
し
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
、『
左
伝
』

伝
文
、
注
釈
、
訳
文
は
あ
る
が
、
選
注
本
の
説
明
部
分
は
な
い
。
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張
燕
瑾
、
魯
開
泰
、
丁
遠
、
呉
兆
基
、
馬
玉
梅
、
斉
石
宜
の
書
も

体
例
は
大
体
同
じ
で
あ
り
、
み
な
経
文
、
伝
文
、
注
釈
、
訳
文
が

あ
る
。
た
だ
、
張
氏
の
書
で
は
、
訳
文
が
前
で
注
釈
が
後
に
あ
る

の
に
、
丁
氏
の
書
、
呉
氏
の
書
、
馬
、
斉
氏
の
書
で
は
、
注
釈
が

前
で
訳
文
が
後
に
あ
り
、
魯
氏
の
書
で
は
、
訳
文
が
前
に
あ
り
、

注
釈
は
割
り
注
形
式
で
原
文
の
中
に
混
じ
っ
て
い
る
。
顧
宝
田
、

陳
福
林
の
書
は
、
解
題
、
原
文
（
経
文
、
伝
文
を
含
む
）、
注
釈
、

訳
文
の
四
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
前
述
の
数
冊
の
書
と
違
う
の

は
、
こ
の
書
は
経
文
だ
け
に
白
話
翻
訳
を
し
、
伝
文
に
は
訳
文
が

な
く
注
だ
け
が
あ
る
点
で
あ
る
。
あ
る
学
者
は
こ
の
書
を
評
し

て
、「
通
俗
的
な
読
み
や
す
さ
」「
練
り
上
げ
ら
れ
た
簡
潔
さ
」「
全

書
を
貫
く
系
統
性
」な
ど
の
特
色
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
（
注
33
）
。

銭
伯
城
主
編
『
白
話
十
三
経
』
中
の
『
左
伝
』
も
通
俗
読
本
で
あ

る
が
、
前
述
の
数
書
が
一
節
の
訳
文
と
注
釈
を
い
っ
し
ょ
に
挙
げ

る
の
と
違
っ
て
、
こ
の
書
で
は
ま
ず
『
左
伝
』
全
体
の
翻
訳
を
挙

げ
、
次
に
原
文
を
挙
げ
て
白
話
の
注
釈
を
加
え
て
い
る
。
李
夢
生

の
訳
注
は
、
経
文
、
伝
文
を
並
べ
、
そ
れ
に
対
し
て
注
釈
と
翻
訳

を
行
い
、
注
釈
は
先
人
の
注
、
特
に
楊
伯
峻
『
春
秋
左
伝
注
』
を

参
考
に
し
て
、
人
名
、
地
名
及
び
一
部
の
難
語
を
説
明
し
、
訳
文

は
主
に
沈
玉
成
『
左
伝
訳
文
』
を
参
考
に
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
訳
注
は
、
す
べ
て
普
及
を
目
的

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
あ
る
。
一
つ
は
、

大
多
数
の
著
作
が
翻
訳
に
重
点
が
あ
り
、
注
は
訳
文
に
役
立
て
る

た
め
の
も
の
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
馮
作
民
が
「
こ
こ

の
所
謂
『
注
』
は
、
主
に
訳
文
の
不
足
を
補
う
た
め
で
あ
り
」
と

言
う
通
り
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
「
古
文
の
字
句
を
白
話
訳
の
中

で
一
々
し
っ
か
り
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
行
文
の
流
れ
を
損
な

い
文
脈
を
分
断
す
る
し
、
ま
し
て
や
あ
れ
こ
れ
引
っ
張
っ
て
来
す

ぎ
て
は
蛇
足
の
嫌
い
を
免
れ
な
い
」（
注
34
）
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
目

は
、
こ
れ
ら
の
著
作
は
基
本
的
に
す
べ
て
中
程
度
以
上
の
文
化
水

準
の
読
者
が
『
左
伝
』
を
自
習
し
理
解
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
通
俗
・
簡
明
を
重
視
し
、「
語
の
解
釈
が
簡
単

で
手
薄
過
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
」（
注
35
）
、
語
句
の
翻
訳
が
原
文
か
ら

乖
離
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
点
で
あ
る
。

（
三
）
訳
本

訳
本
と
は
、
注
文
が
な
く
訳
文
だ
け
が
あ
る
成
果
を
言
う
。
こ

の
時
期
の
『
左
伝
』
の
訳
本
は
主
に
、
沈
玉
成
『
左
伝
訳
文
』

（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）、
楊
伯
峻
、
徐
提
『
白
話
左
伝
』

（
岳
麓
書
社
、
一
九
九
三
年
）、
楊
伯
峻
評
析
、
沈
玉
成
原
訳
『
評

析
本
白
話
左
伝
』（
北
京
広
播
学
院
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）、
完

顔
紹
元
『
語
文
版
春
秋
左
伝
』（
上
海
書
店
出
版
社
、
一
九
九
八

年
）、
孫
方
裏
編
著
『
左
伝
︱
列
国
風
雲
図
』（
春
風
文
芸
出
版

社
、
一
九
九
二
年
）
等
が
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
著
作
の
中
、
前
の
三
書
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
す
べ

て
楊
伯
峻
と
関
係
が
あ
る
。
沈
玉
成
『
左
伝
訳
文
』
は
、
楊
伯
峻

の
指
導
の
下
、
楊
氏
『
春
秋
左
伝
注
』
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も

の
で
、
楊
氏
の
注
に
既
に
経
伝
の
原
文
と
注
釈
が
あ
る
た
め
、
こ

の
書
は
た
だ
訳
文
の
み
に
な
っ
て
お
り
、
経
文
は
比
較
的
簡
単
で

楊
氏
の
注
を
読
め
ば
意
味
が
わ
か
る
こ
と
か
ら
、
伝
に
対
し
て
だ

け
翻
訳
を
し
て
い
る
。
沈
氏
の
訳
は
、
完
璧
な
も
の
で
は
な
い

が
、
非
常
に
優
れ
た
訳
で
あ
る
と
言
え
、
呉
楓
は
「
訳
文
は
精
確

適
切
で
、
か
つ
滑
ら
か
で
生
き
生
き
し
て
お
り
、
原
作
に
忠
実
で

原
作
の
特
徴
と
文
体
の
風
格
（
原
文
「
語
言
風
格
」）
を
保
持
し

て
い
る
。
現
代
中
国
語
の
言
語
習
慣
に
も
合
い
ス
ム
ー
ズ
に
読
め

る
。
こ
の
書
と
楊
氏
の
『
注
』
と
を
合
わ
せ
れ
ば
、
読
者
が
『
左

伝
』
の
原
文
を
読
む
の
に
非
常
に
便
利
で
あ
ろ
う
」（
注
36
）
と
評
価

し
て
い
る
。
こ
の
書
は
こ
の
時
期
の
最
も
重
要
で
最
も
影
響
力
の

あ
る
『
左
伝
』
訳
本
だ
と
言
え
る
が
、
重
要
な
点
は
二
点
あ
る
。

一
つ
は
、
何
度
も
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
に
台

湾
源
流
出
版
社
、
明
文
書
局
、
木
鐸
出
版
社
な
ど
多
数
の
出
版
社

が
こ
の
書
を
刊
行
し
、
一
九
九
五
年
に
台
湾
洪
葉
文
化
事
業
公
司

が
こ
の
書
を
再
刊
し
、
中
華
書
局
は
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
五

年
、
二
〇
一
一
年
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
書
を
再
刊
し
た
。
二
つ
目

は
、
以
後
の
『
左
伝
』
の
翻
訳
が
多
か
れ
少
な
か
れ
す
べ
て
こ
の

書
を
参
考
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。『
評
析
本
白
話
左
伝
』
は
、
王

寧
主
編
の
『
評
析
本
白
話
十
三
経
』
の
一
つ
で
あ
る
が
、
実
は

『
左
伝
訳
文
』
で
あ
り
、
た
だ
本
の
前
に
楊
伯
峻
が
書
い
た
『
左

伝
』
に
対
す
る
「
評
析
（
評
釈
）」
を
加
え
て
手
引
き
と
す
る
に

過
ぎ
な
い
。
楊
伯
峻
、
徐
提
『
白
話
左
伝
』
は
、
沈
玉
成
『
左
伝

訳
文
』
と
大
同
小
異
で
あ
り
、
文
章
は
さ
ら
に
通
俗
的
で
あ
る
。

完
顔
紹
元
の
書
は
、
柏
楊
版
『
資
治
通
鑑
』
の
風
格
を
そ
の
ま
ま

摸
倣
し
、『
春
秋
』
と
『
左
伝
』
を
白
話
に
改
編
し
、
第
一
冊

「
中
原
逐
鹿
」、
第
二
冊
「
晋
楚
争
霸
」、
第
三
冊
「
冷
戦
風
雲
」、

第
四
冊
「
呉
越
春
秋
」
の
四
冊
に
分
け
、
体
例
は
、
ま
ず
章
分
け

し
、
各
章
ご
と
に
題
目
が
あ
り
、
内
容
は
年
代
順
に
並
べ
、
各
年

に
主
要
諸
侯
国
の
年
号
を
記
し
、
次
に
経
文
の
原
文
が
あ
り
、
そ

の
次
に
直
接
、（
伝
文
の
原
文
は
載
せ
ず
に
）
翻
訳
さ
れ
た
伝
文

を
載
せ
て
お
り
、
ま
ま
「
紹
元
曰
く
」
で
始
ま
る
評
論
を
載
せ
て

い
る
。
前
四
者
は
み
な
全
訳
本
で
あ
る
が
、
孫
方
裏
の
書
は
抄
訳

（
原
文
「
選
訳
」）
で
あ
り
、『
左
伝
』
の
中
の
重
要
な
内
容
を
選

び
標
題
を
付
け
、
直
接
、
白
話
訳
文
の
形
式
で
書
き
、
巻
末
に

「
原
典
精
選
」
と
い
う
附
録
を
置
き
、
原
文
を
選
録
す
る
に
過
ぎ

な
い
。

上
述
の
数
種
の
著
作
の
他
に
、
九
十
年
代
は
、
伝
統
文
化
の
研

究
ブ
ー
ム
が
起
き
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
『
白
話
十
三
経
』
や

『
白
話
四
書
五
経
』
の
著
作
が
出
た
が
、
こ
れ
ら
の
著
作
は
す
べ

て
『
左
伝
』
の
訳
本
を
含
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
栗
勁
主
編
『
白
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話
四
書
五
経
』（
長
春
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）、
呉
樹
平
、
頼
長

揚
主
編
『
白
話
四
書
五
経
』（
国
際
文
化
出
版
公
司
、
一
九
九
二

年
）、
関
永
礼
主
編
『
白
話
十
三
経
』（
済
南
出
版
社
、
一
九
九
四

年
）
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
『
左
伝
』
整
理
の
成
果
は
、
注
釈
、
注
訳
、
訳
本

な
ど
の
他
に
、
単
純
な
標
点
本
や
『
左
伝
』
の
内
容
に
依
拠
し
て

白
話
や
時
に
は
絵
本
（
原
文
「
連
環
画
」）
の
形
式
で
編
纂
し
た

『
左
伝
』
故
事
が
あ
る
。
標
点
本
は
、
主
に
蒋
冀き

騁て
い

標
点
『
左
伝
』

（
岳
麓
書
社
、
一
九
八
八
年
）、
顧
馨
、
徐
明
校
点
『
春
秋
左
伝
』

（
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
及
び
呉
根
友
点
注
『
四
書

五
経
』（
中
国
友
誼
出
版
公
司
、
一
九
九
三
年
）、
陳
戍じ

ゅ

国
点
校

『
四
書
五
経
』（
岳
麓
書
社
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
の
書
が
収
め
る

『
左
伝
』
等
々
が
あ
る
。
故
事
本
は
、
主
に
赫か

く

永
輝
・
陳
日
朋

『
左
伝
故
事
新
編
』（
北
方
婦
女
児
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）、
周

雍よ
う

萱け
ん

『
左
伝
・
戦
国
策
故
事
』（
中
国
国
際
広
播
出
版
社
、
一
九

九
二
年
）、
龔き

ょ
う汝

樞
、
丁
世
弼
等
編
絵
『
左
伝
中
国
歴
史
名
著
故

事
精
選
連
環
画
（
治
国
篇
、
外
交
篇
、
戦
争
篇
、
風
範
篇
）』（
二

十
一
世
紀
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）、
儲ち

ょ

兆
文
編
著
『
左
伝
故
事

精
華
』（
陝
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。

そ
の
他
、
何
人
か
の
学
者
の
『
左
伝
』
の
文
献
整
理
の
著
作
が
再

版
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
上
海
古
籍
出
版
社
は
一
九
七
八
年
に
、
施

瑛
が
一
九
六
一
年
版
の
基
礎
の
上
に
修
訂
増
補
し
た
『
左
伝
故
事

選
訳
』
を
、
一
九
八
二
年
に
瞿
蛻
園
『
左
伝
選
訳
』
を
出
版
し
、

中
華
書
局
も
一
九
八
五
年
に
徐
中
舒
『
左
伝
選
』
を
再
版
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
二
十
世
紀
初
期
に
白
話
文
の
提
唱
と
経
学
の

転
換
と
が
始
ま
っ
て
か
ら
こ
の
時
期
ま
で
に
既
に
半
世
紀
余
り
が

経
っ
て
お
り
、
少
数
の
専
門
研
究
者
以
外
は
文
言
文
及
び
経
典
に

既
に
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
が
、「
国
学
ブ
ー
ム
」
と
「
伝
統
文
化

研
究
ブ
ー
ム
」
が
起
き
た
こ
と
で
、
人
々
に
『
左
伝
』
と
い
う
経

典
を
理
解
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
湧
い
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の

下
、
大
量
の
『
左
伝
』
整
理
の
成
果
が
生
ま
れ
た
が
、
単
純
な
注

釈
で
は
大
部
分
の
読
者
の
『
左
伝
』
を
読
解
し
た
い
と
い
う
要
求

を
満
足
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
時
期
の
成
果
は
訳
注
本

と
直
接
〔
白
話
に
〕
訳
し
た
〔
白
話
だ
け
を
載
せ
る
〕
訳
本
を
主

と
し
、
単
純
な
注
釈
本
は
比
較
的
少
な
い
。

政
治
制
度
と
学
術
環
境
が
変
化
し
た
た
め
に
、
従
来
の
文
献
整

理
が
主
と
し
て
研
究
を
目
的
と
し
た
の
と
は
異
な
り
、
二
十
世
紀

の
『
左
伝
』
整
理
は
普
及
に
重
点
が
置
か
れ
た
。
西
洋
の
学
術
と

白
話
文
普
及
の
影
響
を
受
け
、
こ
の
時
期
の
整
理
に
は
、
新
式
標

点
や
白
話
翻
訳
な
ど
、
以
前
に
は
な
か
っ
た
形
式
が
現
れ
た
。
普

及
に
重
点
が
置
か
れ
た
た
め
、
研
究
目
的
の
整
理
は
少
な
く
学
術

的
に
影
響
力
の
あ
る
著
作
は
比
較
的
少
な
い
。
だ
が
、『
春
秋
』

経
伝
の
普
及
を
促
し
、『
春
秋
』
学
の
研
究
を
推
進
す
る
た
め
に
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良
好
な
基
礎
を
築
い
た
。
同
時
に
、『
左
伝
』
の
独
特
な
価
値
を

鑑
み
、
学
界
は
そ
の
研
究
を
継
続
し
、
廖
平
『
春
秋
左
氏
古
経
説

義
疏
』、
呉
静
安
『
春
秋
左
伝
旧
注
疏
証
続
』、
楊
伯
峻
『
春
秋
左

伝
注
』
な
ど
の
優
れ
た
注
釈
本
も
生
ま
れ
た
。

注

（
1
）�

李
衛
軍
『『
左
伝
』
評
点
研
究
』（
北
京
：
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

二
〇
一
四
年
）

（
2
）�

呉
曽
祺
『
左
伝
菁
華
録
』
自
序
（
上
海
：
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五

年
国
難
後
第
二
版
）

（
3
）�

呉
曽
祺
『
左
伝
菁
華
録
』
凡
例
（
上
海
：
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五

年
国
難
後
第
二
版
）

（
4
）�

呉
曽
祺
『
左
伝
菁
華
録
』
自
序
（
上
海
：
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五

年
国
難
後
第
二
版
）

（
5
）�

呉
闓
生
『
左
伝
微
』
例
言
九
則
（
北
平
：
文
学
社
刊
本
）

（
6
）�

呉
闓
生
『
左
伝
微
』
例
言
九
則
（
北
平
：
文
学
社
刊
本
）

（
7
）�

詳
し
く
は
、呉
闓
生
『
左
伝
微
』「
与
李
右
周
進
士
論
『
左
伝
』
書
」（
北

平
：
文
学
社
刊
本
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
8
）�

林
紓
『
左
伝
擷
華
』
序
（
同
氏
著
『
左
伝
擷
華
』、
上
海
：
商
務
印
書

館
一
九
二
一
年
初
版
、
二
～
三
頁
。）

（
9
）�

林
紓
『
左
伝
擷
華
』（
上
海
：
商
務
印
書
館
一
九
二
一
年
初
版
）
四
頁
。

（
10
）�

楊
鐘
鈺
『
春
秋
左
伝
擷
要
』
序
文
（
同
氏
著
『
春
秋
左
伝
擷
要
』、
民

国
間
無
錫
書
院
衖
錫
成
印
務
局
排
印
本
）

（
11
）�

李
耀
仙
「『
春
秋
左
氏
古
経
説
疏
証
』
刊
行
的
幾
点
説
明
」（『
廖
平
選

集
』
下
冊
（
成
都
：
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
八
年
）
所
収
、
一
八
一
頁
。）。

（
12
）�

梁
寬
「
緒
言
」（
梁
寬
・
荘
適
選
注
『
左
伝
』（
上
海
：
商
務
印
書
館
、

一
九
三
六
年
九
月
第
四
版
）
所
収
、
六
頁
。）

（
13
）�

梁
寬
「
緒
言
」（
梁
寬
・
荘
適
選
注
『
左
伝
』（
上
海
：
商
務
印
書
館
、

一
九
三
六
年
九
月
第
四
版
）
所
収
、
一
〇
頁
。）

（
14
）�

王
伯
祥
「
述
例
」（
同
氏
著
『
春
秋
左
伝
読
本
』、
上
海
：
開
明
書
店
、

一
九
四
〇
年
一
一
月
初
版
、
一
九
四
八
年
十
一
月
再
版
）

（
15
）�

韓
席
籌
「
例
略
」（
同
氏
著
『
左
伝
分
国
集
注
』、
南
京
：
江
蘇
人
民

出
版
社
、
一
九
六
三
年
）

（
16
）�

費
恕
皆
「
春
秋
左
伝
音
義
白
話
注
解
序
」（
同
氏
編
『
春
秋
左
伝
音
義

白
話
注
解
』、
上
海
：
群
学
書
社
、
一
九
二
一
年
九
月
初
版
）

（
17
）�

費
恕
皆
「
春
秋
左
伝
音
義
白
話
注
解
序
」（
同
氏
編
『
春
秋
左
伝
音
義

白
話
注
解
』、
上
海
：
群
学
書
社
、
一
九
二
一
年
九
月
初
版
）

（
18
）�

詳
し
く
は
、「
言
文
対
照
左
伝
評
注
読
本
編
輯
大
意
」（
秦
同
培
『
言

文
対
照
左
伝
評
注
読
本
』（
上
海
：
世
界
書
局
、
一
九
二
六
年
五
版
）
所

収
）
及
び
「（
広
注
語
訳
）
左
伝
精
華
凡
例
」（
秦
同
培
、
宋
晶
如
『（
広

注
語
訳
）
左
伝
精
華
』（
上
海
：
世
界
書
局
、
一
九
三
七
年
）
所
収
）
を

参
照
の
こ
と
。

（
19
）�

陸
宗
達
「
季
剛
先
生
与
『
手
批
白
文
十
三
経
』」（
湖
北
省
人
民
政
府
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文
史
研
究
館『
黄
季
剛
先
生
逝
世
五
十
周
年
誕
生
一
百
周
年
紀
念
集
』（
武

漢
：
湖
北
省
人
民
政
府
文
史
研
究
館
、
一
九
八
六
年
）、
四
八
頁
。）

（
20
）�
黄
侃
「
符
識
説
明
」（『
黄
侃
手
批
『
白
文
十
三
経
』』（
上
海
：
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）、
八
頁
。）

（
21
）�

馬
厚
文
「
左
纂
纂
読
例
言
」（
同
氏
編
選
『
左
伝
纂
読
』（
上
海
：
華
社
、

一
九
三
三
年
）
所
収
）

（
22
）�

谷
神
序
「
一
部
春
秋
之
国
際
教
訓
序
」（
喩
松
雪
『
一
部
春
秋
之
国
際

教
訓
』（
上
海
図
書
館
蔵
本
）
所
収
）

（
23
）�

楊
世
文
『
近
百
年
儒
学
文
献
研
究
史
』（
福
州
：
福
建
人
民
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
）、
二
七
頁
。

（
24
）�

朱
東
潤
「
左
伝
選
前
言
」（
同
氏
著
『
左
伝
選
』（
上
海
：
古
典
文
学

出
版
社
、
一
九
五
六
年
）
所
収
）

（
25
）�『
中
国
語
言
学
家
』
編
写
組
『
中
国
現
代
語
言
学
家
』
第
二
冊
（
石
家

荘
：
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）、
二
八
五
～
二
八
六
頁
。

（
26
）�

沈
玉
成
「
左
伝
訳
文
説
明
」（
同
氏
著
『
左
伝
訳
文
』（
北
京
：
中
華

書
局
、
一
九
八
一
年
）
所
収
、
一
頁
。）

（
27
）�

張
燕
娣
、
詹
紹
維
「『
広
收
異
本
精
於
校
勘
︱
論
楊
伯
峻
『
春
秋
左
伝

注
』
的
校
勘
成
就
』（『
語
文
学
刊
』
二
〇
〇
三
年
第
六
期
）

（
28
）�

郭
丹
「
春
秋
左
伝
直
解
前
言
」（
同
氏
著
『
春
秋
左
伝
直
解
』（
南
昌
：

江
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
所
収
、
三
頁
。）

（
29
）�

胡
安
順
「
左
伝
紀
事
精
選
前
言
」（
同
氏
主
編
『
左
伝
紀
事
精
選
』（
西

安
：
三
秦
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
所
収
、
二
頁
。）

（
30
）�

高
海
夫
「
一
個
青
出
於
藍
的
『
左
伝
』
選
本
︱
読
『
左
伝
紀
事
精
選
』」

（『
陝
西
師
範
大
学
学
報
』
一
九
九
五
年
第
一
期
）

（
31
）�

王
守
謙
「
左
伝
選
訳
注
前
言
」（
同
氏
著
『
左
伝
選
訳
注
』（
貴
陽
：

貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
所
収
、
四
頁
。）

（
32
）�

沈
玉
成
「
左
伝
選
訳
前
言
」（
同
氏
著
『
左
伝
選
訳
』（
北
京
：
人
民

文
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
所
収
、
一
頁
。）

（
33
）�

劉
憲
魯
「
評
『
左
氏
春
秋
訳
注
』」（『
社
会
科
学
戦
線
』
一
九
九
五
年

第
四
期
）

（
34
）�

馮
作
民
「
白
話
左
伝
序
」（
同
氏
著
『
白
話
左
伝
』
上
冊
（
台
北
：
星

光
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
所
収
、
二
頁
。）

（
35
）�

劉
憲
魯
「
評
『
左
氏
春
秋
訳
注
』」（『
社
会
科
学
戦
線
』
一
九
九
五
年

第
四
期
）

（
36
）�

呉
楓
「
従
『
左
伝
訳
文
』
談
談
古
文
献
翻
訳
」（『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』

一
九
八
六
年
第
一
期
）

＊�

本
稿
は
、
国
家
社
会
科
学
基
金
項
目
（13CZX

039

）、
四
川
省
哲
学
社

会
科
学
重
点
研
究
基
地
儒
学
研
究
中
心
重
点
項
目
（RX

14Z03

）、
国

家
社
科
基
金
重
大
項
目
『
巴
蜀
全
書
』（10@

zh005

）、
四
川
省
重
大
文

化
工
程
『
巴
蜀
全
書
』（
川
宣2012.11

号
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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【
訳
者
附
記
】

一
、�本
稿
で
の
関
係
用
語
の
日
本
語
訳

・�

整
理　

→　
�

文
献
整
理
（
＊
煩
瑣
に
な
る
た
め
、「
整
理
」
の
ま
ま
に
し

た
箇
所
も
あ
る
。）

・�

標
點　

→　

�
日
本
で
も
中
国
学
で
は
通
じ
る
語
だ
と
考
え
、
あ
え
て
「
句

読
点
」
と
は
訳
さ
な
か
っ
た
。

・�

校
點　

→　

�

校
訂
（
＊
「
点
」
は
句
読
点
を
付
け
る
こ
と
だ
が
、そ
の
点
、

訳
語
に
は
反
映
で
き
て
い
な
い
。）

・�

評
點　

→　

�

評
釈
（
＊
「
点
」
は
圏
点
を
付
け
る
こ
と
だ
ろ
う
が
、
そ
の

点
、
訳
語
に
は
反
映
で
き
て
い
な
い
。）

・�

評
析　

→　

�

評
釈
（
＊
本
論
文
表
題
に
お
い
て
は
省
略
し
た
。
原
書
名
を

尊
重
し
マ
マ
に
し
た
箇
所
も
あ
る
。）

・�（
隨
文
）
夾
注　

→　

割
り
注

・�

選
編　

→　

選
集

・�

編
撰
、
編
寫　

→　

編
纂

・�

選
注　

→　

と
り
あ
え
ず
そ
の
ま
ま
。
選
集
注
釈
本
？（
部
分
注
釈
本
？
）

・�

選
譯　

→　

抄
訳
（
原
書
名
を
尊
重
し
そ
の
ま
ま
に
し
た
箇
所
も
あ
る
。）

・�

注
譯　

→　

訳
注

・�

選
本
注
譯　

→　

部
分
訳
注

・�

全
本
注
譯　

→　

全
訳
注

・�

導
讀　

→　
（
読
書
の
）
手
引
き

・�

節
選　

→　

節
録
？

・�

印
行　

→　

刊
行

・�

翻
印　

→　

復
刻
（
＊
翻
刻
も
考
え
た
が
…
）

・�

重
印
、
重
新
排
版　

→　

再
版

・�

仿
宋
字　

→　

宋
朝
体

二
、�訳
文
に
原
語
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
日
本
語
の
説
明
を
加
え
た
場
合
は「
原

語
（
＊
元
の
こ
と
ば
）」
の
よ
う
に
表
し
（
＊
は
湯
城
の
追
加
を
表
す
）、

原
語
を
訳
し
た
が
参
考
の
た
め
に
原
語
を
示
す
場
合
に
は
「
元
の
こ
と

ば
（
原
文
「
原
語
」）」
の
よ
う
に
表
し
た
。
ま
た
、湯
城
が
文
脈
を
補
っ

た
場
合
に
は
〔
ま
た
〕
の
よ
う
に
表
し
た
。

三
、�引
用
は
、
原
文
が
古
文
調
の
場
合
は
書
き
下
し
文
に
直
し
、
白
話
の
場

合
は
現
代
日
本
語
に
訳
し
た
。

四
、�中
国
の
「
中
学
」（
初
級
中
学
三
年
＋
高
級
中
学
三
年
）
は
、
日
本
の
中

学
校
、
高
校
を
指
す
。
一
方
、「
高
校
」（
高
等
学
校
）
は
、
日
本
の
高

等
教
育
機
関
（
＝
大
学
）
を
指
す
。
本
稿
で
は
、
基
本
的
に
日
本
語
に

直
し
た
が
、
書
名
な
ど
で
日
本
語
に
改
め
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
の
で

注
意
さ
れ
た
い
。

（ 73 ）


